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開館時間 10：00～18：00（入館は17：30まで）　観覧料  一般 600（500）円  高・大生 400（300）円  小・中生 200（100）円

主催：樹のいのち展実行委員会（北九州市立美術館、読売新聞社）　後援：NHK北九州放送局、九州旅客鉄道株式会社、西日本鉄道株式会社、
北九州モノレール、筑豊電気鉄道株式会社、株式会社スターフライヤー、北九州市、北九州市教育委員会　協賛：リバーウォーク北九州

※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金。なお障害者手帳を提示の方は無料。
※前売り券は、ローソンチケット（Lコード：88397）、チケットぴあ（Pコード：767-072）、セブン‐イレブン、小倉井筒屋、黒崎井筒屋、北九州モノレール主要駅、筑豊電鉄主要駅等で販売。
※ローソンチケット、チケットぴあ、セブン‐イレブンについては、展覧会開催中は当日料金での販売となります。

2015年
11 14　～12  13土 日

［会期中無休］

樹
の
い
の
ち
、画家のまなざし

マックス・エルンスト

ジョルジュ・ルオー

モーリス・ユトリロ

青柳喜兵衛

歌川広重

香月泰男

児島善三郎

駒井哲郎

田淵安一

月岡芳年

寺田政明

藤浩志 ほか

寺田政明《[樹木]》制作年不詳　
コンテ、墨・紙　北九州市立美術館蔵

東山魁夷

石塚千晃

特別展示

ゲスト展示



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
2015北九州国際音楽祭 
ライナー･キュッヒル[ヴァイオリン]、ステファン･シュトロイスニック[ピアノ］
クライスラー：ウィーン奇想曲、中国の太鼓、愛の喜び　ほか

14㈯ 15:00 指定席 ￥4000
一般自由席 ￥3500

ペア（自由席） ￥6000
U-25自由席 ￥2000

（学生問わず25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）65672015北九州国際音楽祭 

河村尚子[ピアノ］、佐藤俊介[ヴァイオリン]、セバスティアン･マンツ[クラリネット］、
ウルリッヒ･ヴィッテラー[チェロ］
メシアン：世の終わりのための四重奏曲　ほか

21㈯ 15:00
※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※14㈯指定席売切
※響ホール自由席セット券（前売のみ14㈯・21㈯のコンサート綴り）一般￥6000

下村泰斗 ピアノリサイタル2015 ｢光の竜宮城｣
バッハ=ブゾーニ：前奏曲とフーガBWV552｢聖アン｣　ほか 15㈰ 14:00 一般 ￥2000　学生 ￥1000 下村泰斗コンサート事務局

093（581）6797※全席自由

第33回 産業医科大学混声合唱団 定期演奏会
保利 一[指揮]　｢地球に寄り添って｣より グリーン･メモリーズ　ほか 28㈯ 18:30 無　料 産業医科大学混声合唱団 メデュトピアコール

090（9736）9880【山田】※全席自由

ひびき少年少女合唱団 第1回 定期演奏会
ゲスト：｢SION｣　曲目：日本の童謡･唱歌メドレー　ほか 29㈰ 15:30

￥500
未就学児膝上観覧無料

ひびき少年少女合唱団
090（8400）6065【西川】※対象：3歳以上　※一部指定

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

やまと絵と水墨画
日本絵画の長い歴史に脈々と流れる「やまと絵」と「水墨画」の魅力を紹介 9/18㈮～11/8㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400

出光美術館（門司）
093（332）0251

※中学生以下無料（保護者同伴）

東洋工芸の美
中国、朝鮮、東南アジア諸国の陶磁器を中心に、魅力あふれる東洋工芸の美を紹介 11/13㈮～12/20㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400

※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
筑前琵琶「平家物語」演奏会
日本旭会 1㈰ 11:00 無　料13:00
NHK大河ドラマ「花燃ゆ」巡回展
ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」の魅力を紹介するほか、衣装や小道具なども展示。 21㈯～29㈰ 無　料

１
階

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

揺らぎの美術工芸展 10/30㈮～11/8㈰ 無　料 門司港美術工芸研究所
093（322）1235揺らぎのライブ

出演：ヨシノ　ミナコ
10/31㈯ 13:00/15:00 無　料1㈰ 11:00/14:00

第4回北九州高校生絵画展 12㈭～18㈬ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

※18㈬は15:00まで

平成27年度門司区文化祭・写真公募展 21㈯～26㈭ 無　料
※26㈭は16:00まで

美術展「門司の画家たち展」 11/28㈯～12/4㈮ 無　料
※12/4㈮は16:00まで

１・
２
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデュオ（トリオ） 7㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
第65回門司区文化祭　三曲大会
琴・三絃・尺八による邦楽演奏大会 1㈰ 12:00 無　料

第65回門司区文化祭
6団体による吟詠剣詩舞大会 3㈫㈷ 10:30 無　料

第65回門司区文化祭
日本舞踊大会 15㈰ 12:30 ￥1000

門司文化団体連合会
093（331）6232

淡島神社ご鎮座850年記念　池端克章コンサート
池端克章の弾き語りと門司学園中学校吹奏楽部の夕べ 21㈯ 18:00

￥2000
（前売・当日共）

淡島神社
093（371）8428※対象：小学生以上

キッズのダンス発表会
エスタ門司ダンスアカデミー 22㈰ 13:30

￥500
3歳以下無料

フィットネスクラブエスタ門司
093（382）5100※当日￥200増

第65回門司区文化祭
邦舞邦楽大会 29㈰ 12:00 無　料 門司文化団体連合会

093（331）6232

大
ホ
ー
ル

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日（ただし、11/23㈪㈷は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

月

障

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度小倉南区中学校連合音楽会 5㈭ 13:00 無　料 北九州市立曽根中学校
093（471）7538

平成27年度小倉北区中学校連合音楽会 6㈮ 13:00 無　料 北九州市立足立中学校
093（931）0570

小倉南区文化祭バレエフェスティバル
第1部／神﨑バレエスタジオ　第2部／岡山江野子モダン＆クラシックバレエ研究所 8㈰ 14:00 ￥2000 小倉南区バレエ協会

093（962）0603

No.9 －不滅の旋律－
狂気と運命の歓喜！稲垣吾郎・大島優子主演でベートーヴェンの劇的な半生が蘇る

13㈮ 18:00 Ｓ席 ￥11800
Ａ席 ￥09800 キョードー西日本

092（714）015914㈯ 13:00/18:00
15㈰ 13:00 ※対象：小学生以上　※当日券取扱あり

丸岡有子バレエ･モダンダンススタジオ　15周年記念発表会 21㈯ 16:00 ￥1500 丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ
093（621）5531

九州歯科大学　Swing Jazz Orchestra BLUE NOTES　第60回定期演奏会 22㈰ 17:00 無　料 090（7382）9233【今井】
※当日￥500増

第41回小倉南文化祭　日本舞踊合同大会 29㈰ 10:30 ￥2000 小倉南日本舞踊協会
093（961）0050

こまつ座 第112回公演「十一ぴきのネコ」 
～子どもとその付添いのためのミュージカル～
傑作絵本から快作ミュージカルが誕生！野良ネコユートピアを求めて大冒険！

7㈯ 14:00
大人 ￥6500

子ども（3歳～中学生） ￥1500
 セット（大人＋子ども） ￥7000

高校生〔的〕チケット ￥1500

北九州芸術劇場
093（562）2655

8㈰ 14:00
※対象：3歳以上

北九州市民劇場11月例会　文学座「くにこ」

10㈫ 18:30

会　費 北九州市民劇場
093（541）0075

11㈬/12㈭ 13:30
13㈮ 18:30

14㈯～16㈪ 13:30
17㈫ 12:00 ※市民劇場会員でない方はお問合せください

第23回ふくおか県民文化祭参加 
劇団青春座創立70周年記念　「杉山貞－教育事始め」　柏田道夫・作

21㈯ 18:30 一般 ￥3000
学生（大学生以下） ￥2000 劇団青春座

093（922）4995【井生】22㈰ 13:30 ※当日各￥500増
※未就学児親子室あり（要予約･2組･無料）

対談＜平野啓一郎さん×田中慎弥さん＞
北九州ゆかりの芥川賞作家の二人が、文学や関心事について対談を行う。 27㈮ 13:30～

15:00
無　料 北九州市立文学館

093（571）1505※要申込（往復はがき）

CCAサウンド・ワークショップLIVE
Phew、ジム・オルーク、オーレン・アンバーチを迎えた実験音楽ライブ 4㈬ 19:00 ￥2000 現代美術センターCCA北九州

093（695）3691※要事前申込

音の杜の愉快な仲間たち 13㈮ 19:00 ￥2000 音の杜の会
090（3882）4445※当日￥500増

Homes Again　ピアノ教室発表会 15㈰ 13:00
12:45開場 無　料 本原麻三子

090（4994）3744

音楽発表会 26㈭ 13:30 無　料 専門学校 麻生医療福祉＆観光カレッジ
093（882）0018

Q.T.Honey（キューティーハニー）アカペラコンサート 28㈯ 13:00
大人 ￥3000

高大学生 ￥1000
中学生以下無料

小田　正勝
093（931）6710

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

前売終了

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新協北九州美術展　絵画・工芸品・彫刻 4㈬～10㈫ 無　料 新協美術会
093（472）8363

ふれあい写真展　写真 11㈬～17㈫ 無　料 ふれあい
093（941）0501

油絵　第24回ひまわり会展覧会　絵画 18㈬～24㈫ 無　料 ひまわり会
093（882）5169

第6回輝水会＆よみうりFBS文化センター水彩教室作品展　絵画 11/25㈬～12/1㈫ 無　料 輝水会＆よみうりFBS文化センター水彩画教室
093（371）9051

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2015北九州国際音楽祭 
小曽根 真[ジャズピアノ]
ゲスト：中川英二郎[トロンボーン]　曲目：当日発表

1㈰ 15:00

S席 ￥5000　A席 ￥3000
U-25（Ａ席） ￥2000

（学生問わず25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増 
※全席指定　※A席は2階ステージ周り席　※A席、U-25（A席） 売切

2015北九州国際音楽祭 市民企画事業
第11回 マラソン･コンサート
公募による市民約30組

3㈫㈷ 10:30 無　料 北九州国際音楽祭市民企画委員会事務局
080（2732）2532【蒲ヶ原】

※全席自由

日本ブルックナー交響楽団 北九州公演
長野力哉[指揮]　ブックナー：交響曲第5番　ほか 7㈯ 14:00 一般 ￥1000 日本ブルックナー交響楽団

090（8401）0220【蒲ヶ原】※対象：小学生以上　※全席自由

新日鐵住金マンドリン合奏団 第73回定期演奏会
ドイツ愛唱歌メドレー、ベートーベン ピアノ名曲メドレー、星のしずく 8㈰ 14:00 ￥500 新日鐵住金マンドリン合奏団

093（246）0133【敷田】※全席自由

第42回 八幡東区小学校連合音楽会
八幡東区内の各小学校の代表学年による、演奏･合唱等 11㈬  9:40 無　料 北九州市小学校文化連盟 皿倉小学校

093（671）1947【保科】13:30 ※全席自由

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2015.November

小倉
北

小倉
北

□所 □℡
□休

□時

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡

北九州芸術劇場

北九州芸術劇場

市民ギャラリー

月

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
2015北九州国際音楽祭 
ライナー･キュッヒル[ヴァイオリン]、ステファン･シュトロイスニック[ピアノ］
クライスラー：ウィーン奇想曲、中国の太鼓、愛の喜び　ほか

14㈯ 15:00 指定席 ￥4000
一般自由席 ￥3500

ペア（自由席） ￥6000
U-25自由席 ￥2000

（学生問わず25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）65672015北九州国際音楽祭 

河村尚子[ピアノ］、佐藤俊介[ヴァイオリン]、セバスティアン･マンツ[クラリネット］、
ウルリッヒ･ヴィッテラー[チェロ］
メシアン：世の終わりのための四重奏曲　ほか

21㈯ 15:00
※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※14㈯指定席売切
※響ホール自由席セット券（前売のみ14㈯・21㈯のコンサート綴り）一般￥6000

下村泰斗 ピアノリサイタル2015 ｢光の竜宮城｣
バッハ=ブゾーニ：前奏曲とフーガBWV552｢聖アン｣　ほか 15㈰ 14:00 一般 ￥2000　学生 ￥1000 下村泰斗コンサート事務局

093（581）6797※全席自由

第33回 産業医科大学混声合唱団 定期演奏会
保利 一[指揮]　｢地球に寄り添って｣より グリーン･メモリーズ　ほか 28㈯ 18:30 無　料 産業医科大学混声合唱団 メデュトピアコール

090（9736）9880【山田】※全席自由

ひびき少年少女合唱団 第1回 定期演奏会
ゲスト：｢SION｣　曲目：日本の童謡･唱歌メドレー　ほか 29㈰ 15:30

￥500
未就学児膝上観覧無料

ひびき少年少女合唱団
090（8400）6065【西川】※対象：3歳以上　※一部指定

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

やまと絵と水墨画
日本絵画の長い歴史に脈々と流れる「やまと絵」と「水墨画」の魅力を紹介 9/18㈮～11/8㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400

出光美術館（門司）
093（332）0251

※中学生以下無料（保護者同伴）

東洋工芸の美
中国、朝鮮、東南アジア諸国の陶磁器を中心に、魅力あふれる東洋工芸の美を紹介 11/13㈮～12/20㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400

※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
筑前琵琶「平家物語」演奏会
日本旭会 1㈰ 11:00 無　料13:00
NHK大河ドラマ「花燃ゆ」巡回展
ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」の魅力を紹介するほか、衣装や小道具なども展示。 21㈯～29㈰ 無　料

１
階

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

揺らぎの美術工芸展 10/30㈮～11/8㈰ 無　料 門司港美術工芸研究所
093（322）1235揺らぎのライブ

出演：ヨシノ　ミナコ
10/31㈯ 13:00/15:00 無　料1㈰ 11:00/14:00

第4回北九州高校生絵画展 12㈭～18㈬ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

※18㈬は15:00まで

平成27年度門司区文化祭・写真公募展 21㈯～26㈭ 無　料
※26㈭は16:00まで

美術展「門司の画家たち展」 11/28㈯～12/4㈮ 無　料
※12/4㈮は16:00まで

１・
２
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデュオ（トリオ） 7㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
第65回門司区文化祭　三曲大会
琴・三絃・尺八による邦楽演奏大会 1㈰ 12:00 無　料

第65回門司区文化祭
6団体による吟詠剣詩舞大会 3㈫㈷ 10:30 無　料

第65回門司区文化祭
日本舞踊大会 15㈰ 12:30 ￥1000

門司文化団体連合会
093（331）6232

淡島神社ご鎮座850年記念　池端克章コンサート
池端克章の弾き語りと門司学園中学校吹奏楽部の夕べ 21㈯ 18:00

￥2000
（前売・当日共）

淡島神社
093（371）8428※対象：小学生以上

キッズのダンス発表会
エスタ門司ダンスアカデミー 22㈰ 13:30

￥500
3歳以下無料

フィットネスクラブエスタ門司
093（382）5100※当日￥200増

第65回門司区文化祭
邦舞邦楽大会 29㈰ 12:00 無　料 門司文化団体連合会

093（331）6232

大
ホ
ー
ル

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日（ただし、11/23㈪㈷は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

月

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

小笠原流七五三　袴着の祝い・帯直しの祝い
古式にのっとった七五三の儀式です。どなたでも見学可能。 8㈰

袴着の祝い
12:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100帯直しの祝い
13:00

書
院
棟

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ビデオるーむ
こども向けアニメの上映『忍たま乱太郎の交通安全』『まんがイソップ物語①』他 15㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152テルミンコンサート
ロシアの物理学者テルミン氏が発明した世界初の電子楽器『テルミン』の独特な音色を楽しむ 29㈰ 14:00 無　料

図
書
室
児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
影絵劇場
ライブ・トーク　「たつのこ　たろう」 8㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

クラシック・レコードコンサート
ブラームス作曲　ヴァイオリン協奏曲　他 15㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　洋画　「類猿人ターザン」（1932年　アメリカ）
主演：ジョニー・ワイズミュラー 21㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「かあちゃん」（2001年）
主演：野川由美子 28㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ムルロ工房と20世紀の巨匠たち―パリが愛したリトグラフ
ムルロ工房から生み出されたシャガールなどのリトグラフやポスター・芸術雑誌等約300点を展示 9/19㈯～11/3㈫㈷

一般￥1000  高大生￥600  小中生￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金 一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

樹のいのち、画家のまなざし
「樹木」をテーマに児島善三郎など近現代作品及び東山魁夷へのインタビュー映像を公開 11/14㈯～12/13㈰

一般￥600　高大生￥400  小中生￥200
※前売及び20名以上の団体料金 一般￥500　高大生￥300　小中生￥100

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
「ブンガク最前線」展　関連イベント　後藤みな子さん講演会
北九州在住で『刻を曳く』、『樹滴』などの著者による講演会。 7㈯ 13:30～

15:00
無　料

北九州市立文学館
093（571）1505

※要申込

「ブンガク最前線」展　関連イベント　福澤徹三さん講演会
北九州在住で『すじぼり』、『東京難民』などの著者による講演会。 14㈯ 13:30～

15:00
無　料

※要申込

「ブンガク最前線」展　関連イベント　桟比呂子さん講演会
ノンフィクション『化石の街』、『評伝月形潔』などの著者による講演会。 28㈯ 13:30～

15:00
無　料

※要申込

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

戦後70年特別企画展 「清張と戦争　――読み継がれる体験と記憶」 8/1㈯～12/23㈬㈷
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500  中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

二
階
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

～花と夢と愛・心の贈りもの～　前田麻里　洋画展 4㈬～10㈫ 無　料
小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

ー追悼ー　米倉斉加年　憂気世絵　遺作展 11㈬～17㈫ 無　料
埴のうつわ　松元洋一展　（いけばな　草月流　片山健） 18㈬～24㈫ 無　料
吉田緑　洋画展 11/25㈬～12/1㈫ 無　料
フジコ・ヘミングとヨーロッパ版画展 4㈬～10㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

Ｊ．Ｍ．Ｗ．ターナー　銅版画展 11㈬～17㈫ 無　料
自然の輝き・心に残る詩情もとめ　竹下國雄　油彩展 18㈬～24㈫ 無　料
ーほほえみー　改発静香　日本画展 11/25㈬～12/1㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～H28.3/27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
第11回つまようじ全国名城展
小倉城をはじめ全国の名城をつまようじで制作、総40点余りを展示。 10/3㈯～11/29㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
第44回小倉城菊花展
市内の菊愛好家による大輪や盆栽、懸崖菊など約1000鉢を展示します。 1㈰～18㈬ 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間
天
守
閣
前

広
場

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

障

障

障

障

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
マンスリージャズ
出演：ジージーフォー 14㈯ 14:00～

16:00 無　料 門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

青い地球は誰のもの「Our Blue Planet」
北九州公演実行委員会

093（962）7909【三隈】

門司港「揺らぎ」の芸術祭2015  
対談〈高橋睦郎さん×伊藤比呂美さん〉
詩人の高橋睦郎さんと伊藤比呂美さんが「揺らぎ」をテーマに対談を行う。

20㈮ 13:30～
15:00

無　料 北九州市立文学館
093（571）1505※要申込（往復はがき）

門司港×飛ぶ劇場「百年の港」
門司港に生きた人の記憶を「証言」と共に辿る「生」の声。「飛ぶ劇場」新作舞台。

26㈭ 19:00 一般 ￥2800　平日割 ￥2300
大学生 ￥1800

高校生以下 ￥1000
27㈮ 14:00/19:00
28㈯ 14:00/18:00
29㈰ 14:00 ※対象：小学生以上　※当日各￥200増

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

２
階

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

プロが奏でるギターの調べ
ギター演奏：若菜 潤一郎　演奏曲目：名もなきワルツ・糸・黄昏・愛の讃歌　他 22㈰ 14:00

￥500
（コーヒー・菓子付） 北九州市立東部勤労婦人センター

093（371）4649※対象：小学生以上

音
楽
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市立高等学校吹奏楽部　第41回定期演奏会 1㈰ 17:00 全席自由 ￥500
※当日￥100増

北九州市立高等学校
093（881）5440

THE BATTLE 2015
世界最強のパフォーマー集結 7㈯ 19:00 A席 ￥6000　B席 ￥5500 MIN-ON北九州

093（884）1833※対象：小学生以上　

北九州聖楽研究会　定期演奏会
G.F.ヘンデル　メサイア全曲 8㈰ 15:00 指定席 ￥4000  自由席 ￥3000

学生（自由席） ￥1000
北九州聖楽研究会

093（473）0050【イトウ】
北島三郎コンサート2015
演歌一筋 魂の唄を・・・。待望の特別公演！！ 12㈭ 14:30 S席 ￥8000　A席 ￥7000

B席 ￥6000
㈱鈴木企画

092（285）486418:30

それいけ！アンパンマン　ミュージカル「まもれ！黄金の炎」 14㈯ 11:30 全席指定 ￥2600 キョードー西日本
092（714）015915:00 ※当日￥200増

グランディーバ バレエ団ジャパンツアー2015
NY発　男だけのバレエ団「グランディーバ」再来 15㈰ 17:00 S席 ￥8000　A席 ￥7000 CARAVAN

092（732）8858

金剛山歌劇団　2015アンサンブル公演 19㈭ 14:00 大人 ￥3000　小人 ￥1500 金剛山歌劇団北九州公演実行委員会
093（521）707418:30 ※当日各￥500増

ミュージカル　青い地球は誰のもの北九州公演「Our Blue Planet」 21㈯ 13:30 全席自由 ￥2000

15th Anniversary HY SMILE ♡ LIFE TOUR
夏にはHOT de DANCINGなアルバムもリリース！ 28㈯ 18:00 全席指定 ￥6000 ㈱BEA

092（712）4221
北九州市民文化大学　文化講演会
講師：元駐中国大使・元伊藤忠商事会長　丹羽 宇一郎氏 29㈰ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

江口寿史展　KING OF POP
漫画家・イラストレーター、江口寿史の多彩な作品300点以上を一堂に集めた展覧会。 9/19㈯～11/3㈫㈷

一般￥500  中高生￥300  小学生￥150

一般￥600  中高生￥300  小学生￥150

〔常設展セット券〕 一般￥800
中高生￥400　小学生￥200

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

『描く！』マンガ展～名作を生む画技に迫る－描線・コマ・キャラ～
優れたマンガ家たちの卓越した技術や、生み出された環境や背景にも焦点を当てた展覧会。 11/21㈯～1/24㈰ 〔常設展セット券〕 一般￥800

中高生￥400　小学生￥200
※小学生未満無料

『描く！』マンガ展　開催記念講座
当館専門研究員と宮本大人氏（明治大学准教授）による展示解説講座。 21㈯ 14:00～

16:00
無　料

「『描く！』マンガ展」のチケットが必要
※要事前申込（定員先着50名）

諸星大二郎 原画展～『マッドメンの世界』出版記念～
原画作品約40点と、パプアニューギニアの実際の風景・風俗のパネル写真展示。 10/7㈬～11/8㈰ 無　料

常設展入場料が必要

漫画スクール
①「簡単なお話を作ってみよう（ストーリーの作り方）」　②「かっこいい、かわいいポーズの描き方（人物の描き方）」
毎回のテーマにあわせて、プロの道具で漫画を描こう！

①3㈫㈷ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

②29㈰ ※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着24名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

7㈯ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要22㈰

フランスの作家ケラスコエットのワークショップ
バンド・デシネ作家ケラスコエットのお二人による作画ワークショップを開催。 18㈬ 18:00～

19:30
無　料

常設展入場料が必要
※要事前申込（定員先着15名）

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ポーラ・コレクション　～東西の美意識を探る～　日本と西洋の御粧
18～20世紀初頭、日本と西洋の女性たちが愛用した化粧道具や鏡など展示。 開催中～23㈪㈷ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園
093（582）2747展示解説

当館学芸員による展示解説です。 14㈯ 14:00 一般 ￥300　中高生 ￥150
小学生 ￥100

企
画
展
示
室

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2015.November

北九州市漫画ミュージアム小倉
北

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　　 093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館） □休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始・毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時小倉
北

月

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「社ノ木１丁目・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

障

障

障

障

障

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

小笠原流七五三　袴着の祝い・帯直しの祝い
古式にのっとった七五三の儀式です。どなたでも見学可能。 8㈰

袴着の祝い
12:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100帯直しの祝い
13:00

書
院
棟

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ビデオるーむ
こども向けアニメの上映『忍たま乱太郎の交通安全』『まんがイソップ物語①』他 15㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152テルミンコンサート
ロシアの物理学者テルミン氏が発明した世界初の電子楽器『テルミン』の独特な音色を楽しむ 29㈰ 14:00 無　料

図
書
室
児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
影絵劇場
ライブ・トーク　「たつのこ　たろう」 8㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

クラシック・レコードコンサート
ブラームス作曲　ヴァイオリン協奏曲　他 15㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　洋画　「類猿人ターザン」（1932年　アメリカ）
主演：ジョニー・ワイズミュラー 21㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「かあちゃん」（2001年）
主演：野川由美子 28㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ムルロ工房と20世紀の巨匠たち―パリが愛したリトグラフ
ムルロ工房から生み出されたシャガールなどのリトグラフやポスター・芸術雑誌等約300点を展示 9/19㈯～11/3㈫㈷

一般￥1000  高大生￥600  小中生￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金 一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

樹のいのち、画家のまなざし
「樹木」をテーマに児島善三郎など近現代作品及び東山魁夷へのインタビュー映像を公開 11/14㈯～12/13㈰

一般￥600　高大生￥400  小中生￥200
※前売及び20名以上の団体料金 一般￥500　高大生￥300　小中生￥100

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
「ブンガク最前線」展　関連イベント　後藤みな子さん講演会
北九州在住で『刻を曳く』、『樹滴』などの著者による講演会。 7㈯ 13:30～

15:00
無　料

北九州市立文学館
093（571）1505

※要申込

「ブンガク最前線」展　関連イベント　福澤徹三さん講演会
北九州在住で『すじぼり』、『東京難民』などの著者による講演会。 14㈯ 13:30～

15:00
無　料

※要申込

「ブンガク最前線」展　関連イベント　桟比呂子さん講演会
ノンフィクション『化石の街』、『評伝月形潔』などの著者による講演会。 28㈯ 13:30～

15:00
無　料

※要申込

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

戦後70年特別企画展 「清張と戦争　――読み継がれる体験と記憶」 8/1㈯～12/23㈬㈷
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500  中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

二
階
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

～花と夢と愛・心の贈りもの～　前田麻里　洋画展 4㈬～10㈫ 無　料
小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

ー追悼ー　米倉斉加年　憂気世絵　遺作展 11㈬～17㈫ 無　料
埴のうつわ　松元洋一展　（いけばな　草月流　片山健） 18㈬～24㈫ 無　料
吉田緑　洋画展 11/25㈬～12/1㈫ 無　料
フジコ・ヘミングとヨーロッパ版画展 4㈬～10㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

Ｊ．Ｍ．Ｗ．ターナー　銅版画展 11㈬～17㈫ 無　料
自然の輝き・心に残る詩情もとめ　竹下國雄　油彩展 18㈬～24㈫ 無　料
ーほほえみー　改発静香　日本画展 11/25㈬～12/1㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～H28.3/27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
第11回つまようじ全国名城展
小倉城をはじめ全国の名城をつまようじで制作、総40点余りを展示。 10/3㈯～11/29㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
第44回小倉城菊花展
市内の菊愛好家による大輪や盆栽、懸崖菊など約1000鉢を展示します。 1㈰～18㈬ 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間
天
守
閣
前

広
場

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

障

障

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第62回　八幡東西区中学校連合音楽会 6㈮ 13:00 無　料 北九州市立中央中学校
093（662)2190【濱田】

秋の文化祭　八幡日本舞踊協会公演 15㈰ 11:00 ￥3000
(前売・当日共)

藤間胡豊
093(631)1623

（公財）日本民謡協会　民謡民舞福岡県北部連合大会 22㈰ 9:30 無　料 （公財）日本民謡協会福岡県北部連合委員会
093(861)2673【橋本】

北九州交響吹奏楽団　第56回定期演奏会 23㈪㈷ 15:00 ￥800 北九州交響吹奏楽団
090（7984)2709※当日￥200増

カラオケ浪漫倶楽部歌謡祭
ゲスト　鳥羽一郎・北川大介・川野夏美・津吹みゆ 27㈮ 9:45 ￥1000

(前売・当日共)
矢野楽器店

093(631)3331
第50回　八幡美術公募展
洋画・日本画・染色・版画　約120点

1㈰～
8㈰

10:00～
17:00

無　料 八幡東・西文化連盟
※8㈰は16:00まで

北九州美術家連盟　秋の合同小品展
洋画・水彩画・版画他　約200点

15㈰～
21㈯

10:00～
17:00

無　料 北九州美術家連盟
093(651)6206【古川】

093(612)2152【寺﨑】

※21㈯は16:00まで

趣味の作品展
書・木工・絵画・陶芸・手芸他　約100点

22㈰～
25㈬

10:00～
17:30

無　料 090(8915)9448【秋武】
※22㈰は13:00から、25㈬は15:00まで

てづくりくらぶパッチワークキルト学習発表会
タペストリー　約60点

27㈮～
29㈰

10:00～
17:30

無　料 てづくりくらぶ
093(662)2830【峯】※29㈰は16:00まで

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

人権コンサート in こやのせ 21㈯ 14:00 無　料 木屋瀬地域交流センター
093（617）7980

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

谷口靖　絵画展 3㈫㈷～8㈰ 無　料

093（643）5268備前焼　高原武　作陶展 10㈫～15㈰ 無　料
鍋島緞通展 17㈫～23㈪㈷ 無　料
趣器と酒器展 24㈫～29㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筝・三絃・尺八による秋の祭典 1㈰ 12:30 無　料 八幡西文化連盟
093（603）1169

ドルチェ・バンビーナ　第4回ピアノ発表会 3㈫㈷ 14:00 無　料 ドルチェ・バンビーナ

平成27年度八幡西区連合音楽会 6㈮
9:30 無　料

※対象:関係者のみ

北九州市小学校文化連盟音楽部会
青山小学校

093（641）3503【髙松】14:00

ピアノ発表会 8㈰ 12:00 岩尾　和代15:00 無　料

北九州交響楽団第114回定期演奏会 15㈰ 15:00 一般 ￥1300　 学生 ￥800 北九州交響楽団事務局
093（533）3456※当日各￥200増

弦楽アンサンブルコンサート　アンサンブル・リーベ 23㈪㈷ 15:00 一般 ￥1000
高校生以下 ￥0500

アンサンブル・リーベ
090（9486）4405【舟木】

第48回北九州アンサンブルコンテスト 29㈰ 10:30 ￥1000 北九州吹奏楽連盟
※当日￥200増

SOUL　FO"NKY　LIVE－GYM　Expression　2015 8㈰ 13:00 ￥2500 ㈱シード　スタジオ
093（641）6885※当日￥500増

BNIレッドクイーン発足１周年記念コンサート 11㈬ 19:00 ￥2000 BNIレッドクイーン
093（645）0066

九州工業大学工学部男声合唱団メンネルコール　第69回定期演奏会 14㈯ 15:00 無　料 090（3410）3574【高木】

第17回ショパン国際コンクール in ASIA　北九州大会 15㈰ 11:00 一般 ￥1000
 学生 ￥0500

㈲アイエムシー音楽出版
03（3401）9765

PTNA　ピアノ　ステップ　（秋季） 29㈰ 10:30
（予定） 無　料 ㈱ヤマハミュージック九州小倉店

093（531）4342

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
コムシティ、曲里の松並木公園及び黒崎商店街エリア  
ひとみらい交流ウィーク
コムシティで講演会や文化祭を開催。期間中、黒崎こども商店街や雑貨市も開催します。

4㈬～14㈯ 無　料

九州工業大学工学部男声合唱団メンネルコール

北九州ひとみらいプレイス事務局
八幡西生涯学習総合センター

093（641）9360

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

月

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時

八幡西生涯学習総合センター 「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3　□℡093(641)9360　□時9:00～22:00八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 4㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 18㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉南区文化祭 音楽会 22㈰ 11:00 無　料 小倉南音楽連盟
080（4287）9652

第23回 ハートフルコンサート
障がい者との音楽をとおしての交流 29㈰ 13:00 無　料 NPO法人百瀬ミュージック事務局

080（5211）1198【塩田】

第14回 九州刻字展 10㈫～
15㈰

9:00～
17:00

無　料 九州刻字研究会
093（961）3491【赤星】※10㈫は13:00から、15㈰は15:00まで

写真展示会 11/26㈭
～12/1㈫

9:00～
17:00

無　料 写真研究クラブ1期会事務局
090（3325）9954【高橋】※26㈭は10:00から、12/1㈫は16:00まで

大
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

若松区第64回文化祭　筑前琵琶の会 1㈰ 14:00 無　料
若松区文化協会
093(761)5321

若松区第64回文化祭　日本舞踊の会 22㈰ 12:00 ￥1000
若松区第64回文化祭
華道展・洋画展・ミニ盆栽展・書道展・写真展・日本画部展

1㈰～
7㈯ 9:00 無　料

大
ホ
ー
ル
館
内
各
施
設

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

「一人のアーティストを語る」　－市民美術大学 美術講座2015（後期）－
(1)「"具体"を生んだ画家　近代日本美術史のモダニスト」　甲南女子大学　河﨑 晃一
(2)「フランシス・ベーコン　20世紀ならではの画家」　東京国立近代美術館　保坂 健二朗
(3)「尾形光琳　近世京都のデザイナー」　根津美術館　野口 剛

 

⑴14㈯
15:00

￥500 現代美術センターCCA北九州
093(695)3691⑵21㈯

⑶28㈯ ※要事前申込
※会場：八幡東生涯学習センター講堂

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

世界文化遺産登録記念展 「八幡鐵ものがたり 」
官営八幡製鐵所の創世記を地域の歴史と合わせて紐解く企画展です。 開催中～12/20㈰

大人￥300　高大生￥100
中学生以下無料

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411※対象：小学生以上

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
こだわりの木工展
国産無垢材の一枚にこだわった作品展示販売。(家具、小物、木のお盆、お皿など…)

28㈯～
29㈰

10:00～
17:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー

093(661)9130

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

世界文化遺産登録記念展「世界遺産のまち　北九州と明治日本の産業革命」
工業・港湾都市として発展を遂げた北九州の近代史を紹介 開催中～11/8㈰ 要常設展観覧料

大人￥500  高大生￥300  小中生￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

秋の特別展「医は仁術」
日本最古解剖原図など、江戸時代から現代にいたる医学の発展史を紹介 開催中～1/11㈪㈷

大人￥1200  高大生￥900  小中生￥450
※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券・前売券あり

秋の特別展関連イベント「ギャラリートーク」
特別展内での学芸員による展示解説。秘話が聞けるかも！

1㈰/8㈰/15㈰
22㈰/29㈰ 13:30 要特別展観覧料

特別展記念講演会
講師：NPO法人ロシナンテス理事長　川原 尚行氏 13㈮ 15:00 無　料

※小学生以下は保護者の参加が必要

ジオ・ツアー「学芸員とめぐる北九州周辺の化石産地と代表的地層！」
北九州市内の代表する化石の産地と地層を学芸員と楽しく巡ります。 22㈰ 9:00

大人 ￥1880　高校生 ￥1680
中学生 ￥1580　小学生 ￥1040
※対象：小学生以上 
※要申込(小学生は保護者の参加が必要)

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
サイエンスショー

「電気や磁石に関する実験アラカルト」 3㈫㈷ 14:30～
15:20 無　料

児童文化科学館
093(671)4566星の観望の夕べ

プラネタリウム観覧後、月と秋の夜空を望遠鏡で観察します。 28㈯ 18:00～
19:30

大人￥100  中高生￥70  小学生￥50
※中学生以下は保護者同伴 
※先着150名、14㈯電話受付開始

会
議
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2015.November

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

月

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　 110台（共用）　

□℡ □時若松

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第62回　八幡東西区中学校連合音楽会 6㈮ 13:00 無　料 北九州市立中央中学校
093（662)2190【濱田】

秋の文化祭　八幡日本舞踊協会公演 15㈰ 11:00 ￥3000
(前売・当日共)

藤間胡豊
093(631)1623

（公財）日本民謡協会　民謡民舞福岡県北部連合大会 22㈰ 9:30 無　料 （公財）日本民謡協会福岡県北部連合委員会
093(861)2673【橋本】

北九州交響吹奏楽団　第56回定期演奏会 23㈪㈷ 15:00 ￥800 北九州交響吹奏楽団
090（7984)2709※当日￥200増

カラオケ浪漫倶楽部歌謡祭
ゲスト　鳥羽一郎・北川大介・川野夏美・津吹みゆ 27㈮ 9:45 ￥1000

(前売・当日共)
矢野楽器店

093(631)3331
第50回　八幡美術公募展
洋画・日本画・染色・版画　約120点

1㈰～
8㈰

10:00～
17:00

無　料 八幡東・西文化連盟
※8㈰は16:00まで

北九州美術家連盟　秋の合同小品展
洋画・水彩画・版画他　約200点

15㈰～
21㈯

10:00～
17:00

無　料 北九州美術家連盟
093(651)6206【古川】

093(612)2152【寺﨑】

※21㈯は16:00まで

趣味の作品展
書・木工・絵画・陶芸・手芸他　約100点

22㈰～
25㈬

10:00～
17:30

無　料 090(8915)9448【秋武】
※22㈰は13:00から、25㈬は15:00まで

てづくりくらぶパッチワークキルト学習発表会
タペストリー　約60点

27㈮～
29㈰

10:00～
17:30

無　料 てづくりくらぶ
093(662)2830【峯】※29㈰は16:00まで

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

人権コンサート in こやのせ 21㈯ 14:00 無　料 木屋瀬地域交流センター
093（617）7980

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

谷口靖　絵画展 3㈫㈷～8㈰ 無　料

093（643）5268備前焼　高原武　作陶展 10㈫～15㈰ 無　料
鍋島緞通展 17㈫～23㈪㈷ 無　料
趣器と酒器展 24㈫～29㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筝・三絃・尺八による秋の祭典 1㈰ 12:30 無　料 八幡西文化連盟
093（603）1169

ドルチェ・バンビーナ　第4回ピアノ発表会 3㈫㈷ 14:00 無　料 ドルチェ・バンビーナ

平成27年度八幡西区連合音楽会 6㈮
9:30 無　料

※対象:関係者のみ

北九州市小学校文化連盟音楽部会
青山小学校

093（641）3503【髙松】14:00

ピアノ発表会 8㈰ 12:00 岩尾　和代15:00 無　料

北九州交響楽団第114回定期演奏会 15㈰ 15:00 一般 ￥1300　 学生 ￥800 北九州交響楽団事務局
093（533）3456※当日各￥200増

弦楽アンサンブルコンサート　アンサンブル・リーベ 23㈪㈷ 15:00 一般 ￥1000
高校生以下 ￥0500

アンサンブル・リーベ
090（9486）4405【舟木】

第48回北九州アンサンブルコンテスト 29㈰ 10:30 ￥1000 北九州吹奏楽連盟
※当日￥200増

SOUL　FO"NKY　LIVE－GYM　Expression　2015 8㈰ 13:00 ￥2500 ㈱シード　スタジオ
093（641）6885※当日￥500増

BNIレッドクイーン発足１周年記念コンサート 11㈬ 19:00 ￥2000 BNIレッドクイーン
093（645）0066

九州工業大学工学部男声合唱団メンネルコール　第69回定期演奏会 14㈯ 15:00 無　料 090（3410）3574【高木】

第17回ショパン国際コンクール in ASIA　北九州大会 15㈰ 11:00 一般 ￥1000
 学生 ￥0500

㈲アイエムシー音楽出版
03（3401）9765

PTNA　ピアノ　ステップ　（秋季） 29㈰ 10:30
（予定） 無　料 ㈱ヤマハミュージック九州小倉店

093（531）4342

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
コムシティ、曲里の松並木公園及び黒崎商店街エリア  
ひとみらい交流ウィーク
コムシティで講演会や文化祭を開催。期間中、黒崎こども商店街や雑貨市も開催します。

4㈬～14㈯ 無　料

九州工業大学工学部男声合唱団メンネルコール

北九州ひとみらいプレイス事務局
八幡西生涯学習総合センター

093（641）9360

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

月

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時

八幡西生涯学習総合センター 「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3　□℡093(641)9360　□時9:00～22:00八幡

西
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中
拓
也
、
テ
ナ

ー
西
本
淳
、
バ
リ
ト
ン
大
石
将
紀
。

入
場
料
、
指
定
席
３
５
０
０
円
、
一

般
自
由
席
３
０
０
０
円
、
Ｕ-

25
自
由

席
１
５
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円

増
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■20th Anniversary

高
嶋
ち
さ
子
ピ
ア
ノ
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

〜Strings on Fire

〜

12
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
高
嶋
ち
さ
子
ほ
か
。

パ
ガ
ニ
ー
ニ
「
カ
プ
リ
ス
第
24
番
」
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
交
響
曲
第
40
番
」
、

サ
ラ
サ
ー
テ
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ

ゼ
ン
」
、
バ
ッ
ハ
「
主
よ
人
の
望
み

の
喜
び
よ
」
、
高
嶋
ち
さ
子
・
伊
賀

拓
郎
「Big W

ave

」
な
ど
。
全
席

指
定
。
入
場
料
、
一
般
４
０
０
０
円
、

友
の
会
３
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

３
０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

３
歳
未
満
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
ク
リ
ス
マ
ス
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５

12
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
開
場
、

同
２
時
30
分
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）。ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
中
心
に
、
楽
し
く
、
聴
き
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
と

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
。

出
演
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
稲
穂
美
奈

子
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
吉
田
尚
子
。
絵

本
の
朗
読
は
北
野
純
子
、
ハ
ン
ド
ベ

ル
が
グ
ロ
ー
リ
ー
リ
ン
ガ
ー
ズ
。全

席
自
由
。入
場
料
、大
人
（
中
学
生

以
上
）７
０
０
円
、子
ど
も
（
４
歳
〜

小
学
生
）
４
０
０
円
、
親
子
ペ
ア

（
大
人+

子
ど
も
）
１
０
０
０
円
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

　
無
謀
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
も
果
敢

に
挑
戦
し
続
け
る
と
、
力
が
つ
い
て

く
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
実

体
験
し
ま
し
た
。

　
彼
女
が
私
の
と
こ
ろ
へ
通
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
３
年
前
。
お

と
な
し
い
女
の
子
で
、
毎
週
の
レ
ッ

ス
ン
を
淡
々
と
こ
な
し
て
い
る
感
じ

で
し
た
。
そ
れ
が
今
年
４
月
、
「
私
、

秋
の
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーションなど

『クリスマス Bach Night』チラシ

『高嶋ちさ子ピアノクインテット』チラシ

『クリスマスパイプオルガン
コンサート2015』チラシ

を
受
け
た
い
で
す
」
と
言
い
出
す
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
来
年
は
受
験

だ
し
、
今
年
し
か
な
い
か
ら
」
と
。

私
は
30
秒
ほ
ど
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲

を
弾
き
こ
な
す
に
は
、
あ
る
程
度
の

高
い
演
奏
技
術
が
必
要
な
の
で
す
。

　
練
習
を
開
始
し
て
３
〜
４
カ
月
。

ど
う
に
も
こ
う
に
も
弾
け
ま
せ
ん
。

「
そ
ろ
そ
ろ
音
を
上
げ
る
か
し
ら
」

の
予
想
に
反
し
て
、
や
は
り
淡
々
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
、
５
カ
月
目
に
入
っ
た
あ
た

り
か
ら
演
奏
に
変
化
が
！
　
レ
ガ
ー

ト
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
！

（
レ
ガ
ー
ト
と
い
う
の
は
「
音
と
音

を
滑
ら
か
に
つ
な
げ
て
演
奏
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
た
だ
つ
な
げ

る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、
細
か
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
必
要
な
の
で
す
。
今
こ
こ

で
、
う
ま
く
文
章
に
表
せ
な
い
の
が

悔
し
い
）

　
今
年
の
、
秋
の
大
収
穫
で
す
。
人

は
何
か
を
き
っ
か
け
に
成
長
し
、
殊

に
子
ど
も
の
そ
れ
は
目
覚
ま
し
い
。

子
ど
も
の
成
長
を
「
信
じ
て
待
っ
て
」

の
精
神
で
、
大
き
く
夢
を
育
み
ま
す
。

秋
の
大
収
穫
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※

催
し
は
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ

　い
ま
す
の
で
、必
ず
各
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は

　各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

戸畑光影会　会員写真展 26㈭～
29㈰

10:00～
17:00

無　料 戸畑光影会
093（652）0593【荒木】※29㈰は16：00まで

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
平成27年度戸畑区文化祭　戸畑区民音楽祭
地元の子供から年長者、アマチュアからプロの楽しいクラシックコンサート。 1㈰ 14:00 無　料 093（881）0255【山廣】

平成27年度戸畑区文化祭　戸畑区日本舞踊協会　邦舞の会 3㈫㈷ 11:00 ￥2000
大学生以下無料

戸畑区日本舞踊協会
093（871）1467【藤間】

戸畑区中学校　連合音楽会 5㈭ 13:30 無　料 北九州市立中原中学校
093（881）2227【山本】

ＫŌＧＥ音楽祭 8㈰ 9:30 無　料 高下富美子歌謡塾
093（921）4652【髙下】

山内恵介熱唱ライブ2015 10㈫ 14:00 ￥5800 九州労音
0952（26）2351※対象：小学生以上　※全席指定

千住真理子ヴァイオリン・リサイタル
千住40周年記念、バッハ無伴奏バイオリンのためのソナタ＆パルティータ全曲 12㈭ 18:30

S席 ￥4800 A席 ￥3800
U-25席 ￥2000 北九州労音

093（571）0227【野知】※対象：小学生以上
北九州演奏家グループ「虹の会」第53回定期演奏会
からたちの花　サルビア　貴婦人の乗馬　トルコ行進曲　エリーゼのために　他 22㈰ 14:30 1人券 ￥1500

2人券 ￥2000
北九州演奏家グループ「虹の会」

090（7152）6261【青木】
平成27年度戸畑区文化祭　第66回戸畑吟剣詩舞大会 23㈪㈷ 9:30 無　料 090（8912）5814【北島】
ふれあいフェスタ2015
杉山清貴コンサート／13:30　さかなクンによる人権講演会／15:30 29㈰ 13:00 無　料 北九州市人権推進センター

093（562）5010【宇野】
平成27年度戸畑区文化祭　戸畑三曲協会連合会
毎年小さな子供たちの可愛らしい演奏も企画しています。どうぞお楽しみに．．． 3㈫㈷ 12:00 無　料 戸畑三曲協会連合会

093（881）3531【重谷】
秋の小さな音楽会　～クラリネットとピアノで～
クラリネット：市川正幸　近藤洋子　溝口幸美　　ピアノ：安藤昌子　奥野かおり 13㈮ 19:00 無　料 090（4778）9473【近藤】
北九州市社会福祉協議会創設50周年記念
スペシャルウェルカムコンサート「Perfect★Noteと世界旅行」
ゲスト　尺八:山崎　箜山

20㈮ 18:30
一般 ￥1200

小中高生 ￥0600
※当日各￥200～300増

ウェルとばた総合案内
093（871）7200

ちょっとおしゃれなコンサートVol.16
北九州市出身のシンガーソングライター池端克章の瑞々しいギター弾き語り 21㈯ 14:00 無　料 一般財団法人北九州市教職員互助会

093（941）5897【中山】※要事前申込　※全席指定
ウィーンからの贈り物　～熱情～　ヒロインたちの想い
オペラ名曲集。ソプラノ：森野由み ピアノ：宮崎由紀子 打楽器：村岡慈子 27㈮ 19:00 一般 ￥3000

ファンクラブ会員 ￥2500
森野由みさんを支援する会
080（3370）9373【花岡】

ウェルカムコンサート
出演／クロスオーバーシンガー：牟田裕　ソプラノ：荒田砂代子 12㈭ 12:50 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

会場 イベント 入　場　料 問合せ先

戸畑区美術展　絵画・彫刻・工芸・デザイン・書・写真 10/27㈫～11/1㈰ 無　料 戸畑美術協会
093（881）5867【高戸】※1㈰は17:00まで

東光展　洋画 3㈫㈷～8㈰ 無　料 東光会福岡支部
093（951）9980【佐藤】

第50回北九書の祭典　書 14㈯～18㈬ 無　料 北九書の祭典
093（761）0049【和田】※18㈬は16:00まで

「額装アラカルト展」と「シャドーボックスの世界」　シャドーボックスアート等 25㈬～29㈰ 無　料 額装工房マックフレーマー
093（652）3410【松田】※29㈰は16:00まで

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ひとみらい交流ウィーク　絵画・書・表装・剪紙・写真・工芸等 4㈬～10㈫ 無　料 北九州ひとみらいプレイス
093（641）9360【松浦】※10㈫は12：00まで

東日本大震災パネル展　東日本大震災復興　写真パネル展 11㈬ 11:00～
16:00 無　料 浄土真宗本願寺派 東筑組　仏教婦人会連盟

093（671）6100【江田】
第50回北九書の祭典　書 14㈯～

18㈬
9:00～

19:00
無　料 北九書の祭典

093（761）0049【和田】※18㈬は17:00まで

毛筆巻紙の絵てがみと色紙展　墨による絵と書 10/27㈫
～11/1㈰

10:00～
17:00

無　料 西日本墨技学院
090（9568）2317【清原】※1㈰は15:00まで

秋のいけばな展　いけばな 20㈮～
21㈯

10:00～
16:00 無　料 八幡西華道連盟

090（9587）5759【平田】

UFO・ミステリーサークルパネル展　講演会　その他 22㈰ 11:00～
17:00 無　料 JRM福岡

080（5888）3137【宮原】

山田正俊油彩展　洋画・デッサン他 23㈪㈷
～29㈰

10:00～
18:00

無　料 山田　正俊
080（5200）3587【山田】※23㈪㈷は13:00から、29㈰は17:00まで

みんなの書作展　書 10/28㈬
～11/1㈰

10:00～
18:00

無　料 書塾日月（しょじゅく ひつき）
090（2088）9969【楠元】※1㈰は16:00まで

髙井琮玄と門下生仏像彫刻展　彫刻 20㈮～
25㈬

10:00～
18:00

無　料 一乗院佛像彫刻所北九州支部
0947（32）2118【髙山】※25㈬は14:00まで

京の絞り職人展　工芸 26㈭～
29㈰

10:00～
17:00

無　料 京都絞栄会
090（1148）7727【吉岡】※26㈭は13:00から、29㈰は15:00まで

全
展
示
室

展
示
室
１

展
示
室
２

期　間（時間は上記）

9

□休 □Ｐ

□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）
　「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）※修繕のため、本館は平成27年9月から、アネックス市民ギャラリーは平成28年1月から休館　　180台

□℡ □時

北九州市立美術館本館戸畑

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

戸畑生涯学習センター □休
□所　戸畑区中本町7-20　　093(882)4281　　9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩5分　　「戸畑駅」徒歩5分　　月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始

□℡ □時戸畑

月

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

※10月9日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。かるかる 2015.November

障
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■
ブ
ル
ー
オ
ー
ロ
ラ

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト

〜
ク
リ
ス
マ
ス Bach N

ight

〜

12
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル（
八
幡
東
区
平
野
）。サ
ッ
ク
ス
界

の
革
命
児
、
平
野
公
崇
が
満
を
持
し

て
結
成
し
た
最
強
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏

団
〝
ブ
ル
ー
オ
ー
ロ
ラ
〞
が
響
ホ
ー

ル
に
初
登
場
。
出
演
は
ソ
プ
ラ
ノ
平

野
公
崇
、
ア
ル
ト
田
中
拓
也
、
テ
ナ

ー
西
本
淳
、
バ
リ
ト
ン
大
石
将
紀
。

入
場
料
、
指
定
席
３
５
０
０
円
、
一

般
自
由
席
３
０
０
０
円
、
Ｕ-

25
自
由

席
１
５
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円

増
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■20th Anniversary

高
嶋
ち
さ
子
ピ
ア
ノ
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

〜Strings on Fire

〜

12
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
高
嶋
ち
さ
子
ほ
か
。

パ
ガ
ニ
ー
ニ
「
カ
プ
リ
ス
第
24
番
」
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
交
響
曲
第
40
番
」
、

サ
ラ
サ
ー
テ
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ

ゼ
ン
」
、
バ
ッ
ハ
「
主
よ
人
の
望
み

の
喜
び
よ
」
、
高
嶋
ち
さ
子
・
伊
賀

拓
郎
「Big W

ave

」
な
ど
。
全
席

指
定
。
入
場
料
、
一
般
４
０
０
０
円
、

友
の
会
３
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

３
０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

３
歳
未
満
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
ク
リ
ス
マ
ス
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５

12
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
開
場
、

同
２
時
30
分
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）。ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
中
心
に
、
楽
し
く
、
聴
き
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
と

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
。

出
演
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
稲
穂
美
奈

子
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
吉
田
尚
子
。
絵

本
の
朗
読
は
北
野
純
子
、
ハ
ン
ド
ベ

ル
が
グ
ロ
ー
リ
ー
リ
ン
ガ
ー
ズ
。全

席
自
由
。入
場
料
、大
人
（
中
学
生

以
上
）７
０
０
円
、子
ど
も
（
４
歳
〜

小
学
生
）
４
０
０
円
、
親
子
ペ
ア

（
大
人+

子
ど
も
）
１
０
０
０
円
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

　
無
謀
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
も
果
敢

に
挑
戦
し
続
け
る
と
、
力
が
つ
い
て

く
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
実

体
験
し
ま
し
た
。

　
彼
女
が
私
の
と
こ
ろ
へ
通
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
３
年
前
。
お

と
な
し
い
女
の
子
で
、
毎
週
の
レ
ッ

ス
ン
を
淡
々
と
こ
な
し
て
い
る
感
じ

で
し
た
。
そ
れ
が
今
年
４
月
、
「
私
、

秋
の
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーションなど

『クリスマス Bach Night』チラシ

『高嶋ちさ子ピアノクインテット』チラシ

『クリスマスパイプオルガン
コンサート2015』チラシ

を
受
け
た
い
で
す
」
と
言
い
出
す
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
来
年
は
受
験

だ
し
、
今
年
し
か
な
い
か
ら
」
と
。

私
は
30
秒
ほ
ど
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲

を
弾
き
こ
な
す
に
は
、
あ
る
程
度
の

高
い
演
奏
技
術
が
必
要
な
の
で
す
。

　
練
習
を
開
始
し
て
３
〜
４
カ
月
。

ど
う
に
も
こ
う
に
も
弾
け
ま
せ
ん
。

「
そ
ろ
そ
ろ
音
を
上
げ
る
か
し
ら
」

の
予
想
に
反
し
て
、
や
は
り
淡
々
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
、
５
カ
月
目
に
入
っ
た
あ
た

り
か
ら
演
奏
に
変
化
が
！
　
レ
ガ
ー

ト
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
！

（
レ
ガ
ー
ト
と
い
う
の
は
「
音
と
音

を
滑
ら
か
に
つ
な
げ
て
演
奏
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
た
だ
つ
な
げ

る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、
細
か
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
必
要
な
の
で
す
。
今
こ
こ

で
、
う
ま
く
文
章
に
表
せ
な
い
の
が

悔
し
い
）

　
今
年
の
、
秋
の
大
収
穫
で
す
。
人

は
何
か
を
き
っ
か
け
に
成
長
し
、
殊

に
子
ど
も
の
そ
れ
は
目
覚
ま
し
い
。

子
ど
も
の
成
長
を
「
信
じ
て
待
っ
て
」

の
精
神
で
、
大
き
く
夢
を
育
み
ま
す
。

秋
の
大
収
穫

　

  2015 年11月号
  表紙イメージ
「こころに、深く。」

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／ 2015.11.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2－1－1－7F
　TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1508003A号

※

催
し
は
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ

　い
ま
す
の
で
、必
ず
各
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は

　各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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２
０
１
５
年
で
４
回
目
と
な
る
ガ

イ
マ
ン
賞
。
本
誌
で
も
何
度
か
取
り

上
げ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
例
年

通
り
10
月
か
ら
投
票
開
始
中
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ガ
イ
マ
ン
賞
と
は
、
日

本
国
内
で
１
年
間
に
発
売
さ
れ
た
海

外
マ
ン
ガ
（
ガ
イ
マ
ン
）
の
邦
訳
本

を
読
者
の
投
票
に
よ
っ
て
ラ
ン
キ
ン

グ
す
る
も
の
で
、
日
本
で
は
ま
だ
ま

だ
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
ガ
イ

マ
ン
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
立
し
ま
し

た
。
年
々
投
票
数
も
増
え
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
ガ
イ
マ
ン
賞
の
認
知
度

も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
14
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

第
１
位
に
『
ホ
ー
ク
ア
イ
：
マ
イ
ラ

イ
フ
・
ア
ズ
・
ア
・
ウ
ェ
ポ
ン
』（
小

学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
ア

メ
リ
カ
）
、
第
２
位
に
『
カ
ン
ポ
ン

ボ
ー
イ
』（
東
京
外
国
語
大
学
出
版

会
・
マ
レ
ー
シ
ア
）、第
３
位
は『
か

わ
い
い
闇
』
（
河
出
書
房
新
社
・
フ

ラ
ン
ス
）
と
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
出

版
さ
れ
た
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
、

ガ
イ
マ
ン
の
幅
広
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
実
は
こ
の
た
び
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

昨
年
度
第
３
位
の
『
か
わ
い
い
闇
』

の
著
者
ケ
ラ
ス
コ
エ
ッ
ト
を
ゲ
ス
ト

に
招
聘
し
、
11
月
18
日
（
水
）
に
北

九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
作
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ケ
ラ
ス
コ
エ
ッ
ト
は
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
・
コ
セ
と
マ
リ
ー
・
ポ
ミ
ュ
ピ
ュ

イ
の
男
女
２
人
か
ら
な
る
フ
ラ
ン
ス

の
作
画
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
２
０
０
０
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
〝
ケ
ラ
ス
コ

エ
ッ
ト
〞
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
名
は
、

マ
リ
ー
が
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
の
地
名
に
由
来
す
る
そ

う
で
、
日
本
人
の
私
た
ち
か
ら
す
る

と
、
不
思
議
な
呪
文
み
た
い
な
響
き

で
す
。

　
作
品
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
主
に

マ
リ
ー
が
、
背
景
や
コ
マ
割
り
を
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
が
担
当
。
マ
リ
ー
は

「
か
わ
い
ら
し
く
軽
や
か
な
画
風
」
。

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
「
精
緻
で
リ
ア
ル

な
画
風
」
と
お
互
い
異
な
る
作
風
の

２
人
が
作
り
上
げ
る
イ
ラ
ス
ト
は
、

ど
こ
か
夢
と
現
実
が
混
ざ
り
合
っ
た

よ
う
な
不
思
議
な
世
界
観
を
醸
し
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
美
し
く
幻
想
的

な
画
面
と
は
裏
腹
に
、
ス
ト
ー
リ
ー

で
は
難
し
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る

な
ど
、
と
て
も
挑
戦
的
。
今
回
邦
訳

さ
れ
た
『
か
わ
い
い
闇
』
で
も
フ
ラ

ン
ス
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
「
少

女
」
と
「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
同
作
は
、
第

18
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
マ
ン

ガ
部
門
で
審
査
員
推
薦
作
品
に
選
ば

れ
る
な
ど
各
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
は
子
ど
も
向
け
の
絵
本
を
描

く
な
ど
幅
広
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る

彼
ら
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
そ
の

制
作
の
秘
密
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
随
時
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ

ガ
イ
マ
ン
賞
２
０
１
５

は
じ
ま
り
ま
す
！

漫画
hiroba

ガイマン賞２０１５　ポスター

昨年度の上位3作品

さ
い
）

　
日
本
と
は
異
な
る
文
化
や
社
会
の

元
で
育
ま
れ
た
ガ
イ
マ
ン
は
、
一
つ

一
つ
が
個
性
的
で
い
つ
も
新
鮮
な
驚

き
と
発
見
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
作
品
と

出
会
え
る
ガ
イ
マ
ン
賞
。
気
に
な
る

投
票
結
果
の
発
表
は
12
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
気

に
入
り
の
作
品
に
投
票
し
て
、
あ
な

た
の
「
推
し
」
を
表
彰
台
に
登
ら
せ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

田　中　千　尋
北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Chihiro Tanaka

【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日(休日の場合はその翌日)
【常設展観覧料】※（　）内は団体料金
一般400(320)円　中高生200(160)円
小学生100(80)円　小学生未満無料
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077
http://www.ktqmm.jp/

ガイマン賞の詳細はホームページで確認できます
http://www.gaiman.jp/

Information
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埋蔵財
化
文

hiroba 川　上　秀　秋

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室

Hideaki Kawakami

　
北
九
州
市
役
所
の
南
側
に
か
つ
て

存
在
し
た
小
倉
陸
軍
造
兵
廠
の
第
二

製
造
所
第
二
旋
盤
工
場
は
１
９
４
４

（
昭
和
19
）
年
６
月
に
米
軍
の
空
爆

を
受
け
て
工
員
ら
約
70
名
が
犠
牲
と

な
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
工
場
跡
の
東
側
に
あ

た
る
、
大
手
町
遺
跡
第
13
地
点
（
現

在
の
福
岡
地
方
検
察
局
小
倉
支
部
の

北
隣
部
分
）
を
平
成
26
年
度
に
調
査

し
ま
し
た
。

　
当
時
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年

に
竣
工
す
る
造
兵
廠
第
１
期
工
事
に

よ
り
調
査
区
内
は
平
坦
に
な
ら
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
地
形

は
同
区
内
の
４
分
の
３
が
台
地
、
南

東
側
の
４
分
の
１
が
谷
地
で
し
た

（
写
真
１
）
。

　
台
地
よ
り
一
段
下
が
っ
た
谷
地
は

江
戸
時
代
に
町
人
た
ち
が
住
む
蟹
喰

町
で
し
た
が
、
明
治
に
入
り
紫
川
西

岸
の
城
下
町
跡
が
軍
用
地
へ
と
変
わ

る
に
つ
れ
て
、
荒
地
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
調
査
を
行
っ
た
谷

奥
は
あ
る
目
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
物
語
る
遺
物
が
出
土
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
ミ
ニ
エ
ー
弾
と
そ
の
一

種
、
三
十
年
式
実
包
の
２
種
類
の
銃

弾
で
す
（
写
真
２
）
。

　
ミ
ニ
エ
ー
弾
と
は
椎
の
実
型
を
し

た
銃
弾
で
、
鉛
製
の
弾
丸
は
重
量
が

約
30
グ
ラ
ム
あ
り
手
の
平
に
載
せ
る

と
ず
っ
し
り
と
し
た
重
さ
で
す
。
主

に
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
使
用
さ
れ
、

小
倉
城
跡
で
行
っ
た
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
も
数
点
出
土
し
た
例
は
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
そ
の
一
種
を
含
め
弾

丸
の
総
数
が
１
３
０
点
と
多
く
、
こ

の
う
ち
の
94
点
が
谷
地
か
ら
出
土
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
弾
丸
に
は
使

用
に
よ
る
変
形
と
、
谷
地
の
西
側
斜

面
で
多
く
出
土
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

斜
面
際
に
設
け
た
標
的
に
射
撃
を
し

て
い
た
結
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
三
十
年
式
実
包
と
は
、
１
８

９
７
（
明
治
30
）
年
に
三
十
年
式
小

銃
と
と
も
に
軍
に
制
式
採
用
さ
れ
た

銃
弾
で
す
。
弾
丸
は
直
径
６
・
65
ミ

リ
、
長
さ
約
32
・
５
ミ
リ
、
重
量
は

10
・
５
グ
ラ
ム
と
軽
く
、
弾
頭
が
円

頭
型
を
し
て
い
ま
す
。
弾
丸
は
70
点

以
上
出
土
し
て
お
り
、
蟹
喰
町
跡
を

覆
う
土
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
エ
ー
弾
と
は
出
土
傾
向
に
違
い

が
あ
り
、
標
的
の
位
置
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
ミ
ニ
エ
ー
弾
と

そ
の
一
種
は
主
に
１
８
７
５
（
明
治

８
）
年
、
小
倉
に
設
置
さ
れ
た
歩
兵

第
14
連
隊
が
、
三
十
年
式
実
包
は
１

８
９
８
（
明
治
31
）
年
同
所
に
司
令

部
が
開
庁
す
る
第
12
師
団
が
、
と
も

に
歩
兵
教
練
の
一
環
と
し
て
射
撃
訓

練
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
小
倉
藩
士
・
松
井
斌
二

（
１
８
３
１
〜
１
９
１
６
年
）
の
著
し

た｢

龍
吟
成
夢｣

（
『
豊
前
史
料
集
成

三
』
小
倉
藩
政
史
研
究
会
編
１
９
９

４
年
）
に
第
14
連
隊
営
所
や
篠
崎
練

兵
所
の
事
柄
に
続
き｢

蟹
喰
町
ハ
射

的
場
ナ
リ｣

と
記
し
て
い
る
点
と
符

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
1
月
号
で
す
】

小倉造兵廠跡出土の
銃弾は語る

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・ 北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
　北九州市を掘る（81）　埋蔵文化財速報展『古墳時代から中世の複合遺跡-菅原神社遺跡-』

常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』

『シュガーロード・発掘物語』
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

・ 黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）

【開催期間】12月20日（日）まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
【入館料】無料

合
し
ま
す
。
こ
こ
で
銃
の
取
り
扱
い

や
射
撃
に
習
熟
し
た
兵
員
が
、１
８

７
７（
明
治
10
）
年
２
月
の
西
南
戦

争
鎮
圧
や
、
１
９
０
４
（
明
治
37
）

年
２
月
に
開
始
し
た
日
露
戦
争
に
出

征
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
調
査
区
の
東
隣
に
は
造
兵

廠
に
付
属
し
た
小
銃
試
射
場
跡
が
あ

り
、
蟹
喰
町
跡
周
辺
で
は
、
明
治
か

ら
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
に
か
け

て
小
銃
の
射
撃
音
が
鳴
り
続
い
て
い

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

写真1　大手町遺跡第13地点2区全景（北から）

写真2　ミニエー弾とその一種（1～4）、三十年式実包（5・6）

（ミニエー弾）

※

　
兵
器
・
弾
薬
・
器
具
・
材
料
な
ど
を
製
造
・
修
理
し
た

　
　
軍
隊
直
属
の
工
場
、お
よ
び
機
関
の
こ
と
。小
倉
陸

　
　
軍
造
兵
廠
は
１
９
３
３
年
10
月
１
日
に
発
足
し
、

　
　
小
型
戦
車
、小
銃
、機
関
銃
、高
射
機
関
砲
、砲
弾
、

　
　
風
船
爆
弾
、科
学
兵
器
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
。

じ
っ
ぽ
う

き
ょ
う
れ
ん

た
け
じ

り
ゅ
う
ぎ
ん
せ
い
む

せ
い

え
い
し
ょ

ぺ
い
し
ょ

れ
ん

ひ
が
し
ど
な
り

し
ょ
う
じ
ゅ
う
し
し
ゃ
じ
ょ
う
あ
と

か
に
は
み

ま
ち

ぞ
う
へい
し
ょ
う

篠崎の武家屋敷跡

蟹喰町跡
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２
０
１
５
年
で
４
回
目
と
な
る
ガ

イ
マ
ン
賞
。
本
誌
で
も
何
度
か
取
り

上
げ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
例
年

通
り
10
月
か
ら
投
票
開
始
中
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ガ
イ
マ
ン
賞
と
は
、
日

本
国
内
で
１
年
間
に
発
売
さ
れ
た
海

外
マ
ン
ガ
（
ガ
イ
マ
ン
）
の
邦
訳
本

を
読
者
の
投
票
に
よ
っ
て
ラ
ン
キ
ン

グ
す
る
も
の
で
、
日
本
で
は
ま
だ
ま

だ
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
ガ
イ

マ
ン
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
立
し
ま
し

た
。
年
々
投
票
数
も
増
え
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
ガ
イ
マ
ン
賞
の
認
知
度

も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
14
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

第
１
位
に
『
ホ
ー
ク
ア
イ
：
マ
イ
ラ

イ
フ
・
ア
ズ
・
ア
・
ウ
ェ
ポ
ン
』（
小

学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
ア

メ
リ
カ
）
、
第
２
位
に
『
カ
ン
ポ
ン

ボ
ー
イ
』（
東
京
外
国
語
大
学
出
版

会
・
マ
レ
ー
シ
ア
）、第
３
位
は『
か

わ
い
い
闇
』
（
河
出
書
房
新
社
・
フ

ラ
ン
ス
）
と
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
出

版
さ
れ
た
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
、

ガ
イ
マ
ン
の
幅
広
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
実
は
こ
の
た
び
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

昨
年
度
第
３
位
の
『
か
わ
い
い
闇
』

の
著
者
ケ
ラ
ス
コ
エ
ッ
ト
を
ゲ
ス
ト

に
招
聘
し
、
11
月
18
日
（
水
）
に
北

九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
作
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ケ
ラ
ス
コ
エ
ッ
ト
は
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
・
コ
セ
と
マ
リ
ー
・
ポ
ミ
ュ
ピ
ュ

イ
の
男
女
２
人
か
ら
な
る
フ
ラ
ン
ス

の
作
画
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
２
０
０
０
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
〝
ケ
ラ
ス
コ

エ
ッ
ト
〞
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
名
は
、

マ
リ
ー
が
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
の
地
名
に
由
来
す
る
そ

う
で
、
日
本
人
の
私
た
ち
か
ら
す
る

と
、
不
思
議
な
呪
文
み
た
い
な
響
き

で
す
。

　
作
品
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
主
に

マ
リ
ー
が
、
背
景
や
コ
マ
割
り
を
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
が
担
当
。
マ
リ
ー
は

「
か
わ
い
ら
し
く
軽
や
か
な
画
風
」
。

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
「
精
緻
で
リ
ア
ル

な
画
風
」
と
お
互
い
異
な
る
作
風
の

２
人
が
作
り
上
げ
る
イ
ラ
ス
ト
は
、

ど
こ
か
夢
と
現
実
が
混
ざ
り
合
っ
た

よ
う
な
不
思
議
な
世
界
観
を
醸
し
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
美
し
く
幻
想
的

な
画
面
と
は
裏
腹
に
、
ス
ト
ー
リ
ー

で
は
難
し
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る

な
ど
、
と
て
も
挑
戦
的
。
今
回
邦
訳

さ
れ
た
『
か
わ
い
い
闇
』
で
も
フ
ラ

ン
ス
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
「
少

女
」
と
「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
同
作
は
、
第

18
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
マ
ン

ガ
部
門
で
審
査
員
推
薦
作
品
に
選
ば

れ
る
な
ど
各
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
は
子
ど
も
向
け
の
絵
本
を
描

く
な
ど
幅
広
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る

彼
ら
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
そ
の

制
作
の
秘
密
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
随
時
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ

ガ
イ
マ
ン
賞
２
０
１
５

は
じ
ま
り
ま
す
！

漫画
hiroba

ガイマン賞２０１５　ポスター

昨年度の上位3作品

さ
い
）

　
日
本
と
は
異
な
る
文
化
や
社
会
の

元
で
育
ま
れ
た
ガ
イ
マ
ン
は
、
一
つ

一
つ
が
個
性
的
で
い
つ
も
新
鮮
な
驚

き
と
発
見
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
作
品
と

出
会
え
る
ガ
イ
マ
ン
賞
。
気
に
な
る

投
票
結
果
の
発
表
は
12
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
気

に
入
り
の
作
品
に
投
票
し
て
、
あ
な

た
の
「
推
し
」
を
表
彰
台
に
登
ら
せ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

田　中　千　尋
北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Chihiro Tanaka

【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日(休日の場合はその翌日)
【常設展観覧料】※（　）内は団体料金
一般400(320)円　中高生200(160)円
小学生100(80)円　小学生未満無料
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077
http://www.ktqmm.jp/

ガイマン賞の詳細はホームページで確認できます
http://www.gaiman.jp/

Information

し
ょ
う
へ
い

せ
い
ち
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平野啓一郎の自筆年表
『葬送』執筆時の資料として作成したもの（個人蔵）

　
文
学
館
は
来
年
開
館
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
節
目
の
年
を
前
に
し
た
秋

の
企
画
展
で
は
、
新
た
な
文
学
の
息

吹
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

「
ブ
ン
ガ
ク
最
前
線―

北
九
州
発
」

と
題
し
、
現
在
執
筆
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
本
市
ゆ
か
り
の
文
学
者
35

名
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
取
り
上
げ

る
文
学
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　
詩
、
評
論
、
小
説
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
執
筆
を
行
う
高
橋
睦
郎
、

平
出
隆
。
芥
川
賞
作
家
の
村
田
喜
代

子
（
１
９
７
８
年
上
半
期
・
「
鍋
の

中
」
）
、
平
野
啓
一
郎
（
98
年
下
半

期
・「
日
蝕
」）、藤
野
千
夜
（
99
年

上
半
期
・「
夏
の
約
束
」）、田
中
慎
弥

（
２
０
１
１
年
下
半
期
・「
共
喰
い
」）。

直
木
賞
作
家
の
佐
木
隆
三
（
75
年
下

半
期
・『
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
』）
、

葉
室
麟
（
２
０
１
１
年
下
半
期
・

『
蜩
ノ
記
』
）
。
歴
史
小
説
・
時
代

小
説
分
野
で
は
秋
山
香
乃
、
佐
伯
泰

英
、
指
方
恭
一
郎
、
鳥
越
碧
、
堀
和

久
。
児
童
文
学
分
野
で
は
、
神
沢
利

子
、
竹
下
文
子
、
ま
は
ら
三
桃
。
推

理
小
説
分
野
で
は
加
納
朋
子
。
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
分
野
で
は
桟
比
呂
子

（
佐
々
木
博
子
）
、
林
え
い
だ
い
。

医
療
、
歴
史
、
サ
ス
ペ
ン
ス
な
ど
幅

広
い
テ
ー
マ
で
小
説
を
執
筆
す
る
帚

木
蓬
生
。
日
常
の
情
景
を
シ
ン
プ
ル

な
言
葉
で
表
現
し
た
小
説
が
魅
力
の

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
。
地
元
で
執
筆
活

動
を
行
う
作
家
の
岩
森
道
子
、
後
藤

み
な
子
、
波
佐
間
義
之
、
深
田
俊
祐
、

福
澤
徹
三
。
エ
ッ
セ
イ
で
人
気
の
高

い
中
村
う
さ
ぎ
。
写
真
と
エ
ッ
セ
イ

を
組
み
合
わ
せ
た
著
書
も
多
い
写
真

家
・
藤
原
新
也
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

で
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
も
執
筆
し
て
い

る
山
田
稔
。
映
画
監
督
と
し
て
活
躍

し
小
説
で
も
評
価
を
得
て
い
る
青
山

真
治
、
タ
ナ
ダ
ユ
キ
。
マ
ル
チ
な
活

躍
を
み
せ
る
松
尾
ス
ズ
キ
、
リ
リ

ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
。
ま
た
、
赤
瀬
川

隼
、
尾
辻
克
彦（
赤
瀬
川
原
平
）
に
つ

い
て
は
、
追
悼
の
意
を
表
し
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
名
前
を
挙
げ
た
だ
け
で
す
が
、
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

ゆ
か
り
の
文
学
者
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
展
覧
会
で
は
、
各
作
家
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
や
作
品
の
紹
介
を
軸
に
、
原

稿
や
創
作
ノ
ー
ト
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

の
自
筆
資
料
、
書
籍
な
ど
お
よ
そ
４

０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
展
覧

会
を
入
り
口
に
、
「
ブ
ン
ガ
ク
」
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
北
九
州
発
！
　
ブ
ン
ガ
ク

最
前
線
の
世
界
を
体
験
し
に
、
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

田中慎弥　『切れた鎖』執筆ノート（個人蔵）

松尾スズキ画　『気づかいルーシー』
イラスト原画（千倉書房蔵）

山崎ナオコーラ画　
『太陽がもったいない』イラスト原画（個人蔵）

【開催期間】10月24日（土）～2016年1月11日（月・祝）
【開館時間】午前9時30分～午後6時
10月24日（土）は開会式のため、午前10時30分から
（最終入館は午後5時30分まで）
【観覧料】
大人500円　中高生200円　小学生100円
【お問合せ】
北九州市立文学館
093（571）1505

「ブンガク最前線―北九州発」
Information

文芸
hiroba 小　野　　恵

北九州市立文学館　学芸員
Megumi Ono

ようこそ文学館へ

※

　作
家
講
演
会
を
多
数
開
催
い
た
し
ま
す
。申
し
込
み

　
　が
必
要
で
す
の
で
、詳
し
く
は
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ

　
　ー
ジ
、本
誌
の
催
事
予
定
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

に
っ
し
ょ
く

ひ
ぐ
ら
し

み
ど
り

み
と

　

か
け
は
し

ぎ
ほ
う
せ
い

は
は
き

北九州ゆかりの現代作家展
　「ブンガク最前線―北九州発」

5 CulCul  

美術
hiroba 山　下　理　恵

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Rie Yamashita

　
そ
ろ
そ
ろ
秋
も
深
ま
り
、
モ
ミ
ジ

や
カ
エ
デ
が
色
づ
い
て
く
る
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
美
術
館
分
館
が
あ
る
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
の
前
の
街
路

に
植
え
ら
れ
た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
も
、

こ
の
季
節
に
は
鮮
や
か
な
黄
色
に
染

ま
り
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
日
本
に
は
、
春
夏
秋
冬
、

四
つ
の
季
節
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
さ
ま
ざ
ま
な
風
物
詩
が
あ
り
ま
す

が
、
春
に
は
桜
、
初
夏
に
は
新
緑
、

秋
に
は
紅
葉
と
、
樹
木
が
も
た
ら
し

て
く
れ
る
楽
し
み
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

樹
木
が
あ
り
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て

樹
木
は
身
近
な
存
在
で
す
が
、
そ
の

一
方
で
、
樹
木
に
は
ど
こ
か
神
秘
的

な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

樹
木
が
人
類
誕
生
の
は
る
か
以
前
か

ら
地
球
に
存
在
し
今
も
繁
栄
を
続
け

て
い
る
こ
と
や
、
古
来
、
樹
木
に
は

神
や
精
霊
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。

　
本
展
で
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
版
画

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
当
館
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
か
ら
、
樹
木
を
主
役
に
し

た
作
品
、
樹
木
が
脇
役
と
し
て
彩
り

を
添
え
る
風
景
画
、
あ
る
い
は
木
か

ら
作
ら
れ
た
彫
刻
な
ど
、
樹
木
に
ま

つ
わ
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
当
館

は
浮
世
絵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実

し
て
い
ま
す
が
、
浮
世
絵
に
も
樹
木

は
多
く
登
場
し
ま
す
。
当
時
の
風
俗

を
伝
え
る
浮
世
絵
か
ら
は
、
人
々
の

生
活
の
場
に
樹
木
が
あ
り
、
梅
や
桜
、

藤
な
ど
の
樹
木
を
見
て
四
季
の
移
り

変
わ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
、

よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
北
九
州
市
出
身
の
寺
田
政
明
も
樹

木
に
魅
せ
ら
れ
た
作
家
で
す
。
寺
田

は
、
冬
枯
れ
の
木
や
、
し
わ
や
瘤
だ

ら
け
の
老
木
を
好
ん
で
描
い
て
い
ま

す
。
老
木
の
じ
っ
と
何
か
に
耐
え
て

沈
黙
し
て
い
る
よ
う
な
、
そ
れ
で
い

て
力
強
い
生
命
の
輝
き
に
共
感
し
た

の
で
し
ょ
う
。
カ
ラ
ス
や
ね
ず
み
な

ど
の
物
言
わ
ぬ
小
さ
な
生
き
物
、
廃

船
や
寂
れ
た
港
な
ど
の
役
目
を
終
え

て
消
え
ゆ
く
も
の
に
愛
着
と
共
感
を

深
め
た
作
家
ら
し
い
着
眼
で
す
。

　
そ
し
て
日
本
画
の
巨
匠
・
東
山
魁

夷
。
自
然
を
愛
し
た
東
山
に
は
、
樹

木
や
森
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
多

く
あ
り
ま
す
。
当
館
所
蔵
の
《
樹
霊
》

に
描
か
れ
た
巨
樹
の
根
元
は
、
圧
倒

的
な
存
在
感
で
見
る
者
に
迫
っ
て
き

ま
す
。
巨
樹
を
見
つ
め
る
東
山
の
ま

な
ざ
し
に
は
、
「
幾
百
年
の
風
雪
に

耐
え
て
生
き
抜
い
て
き
た
巨
樹
」
に

み
な
ぎ
る「
悲
し
い
ほ
ど
の
生
命
力
」

（
東
山
魁
夷「
樹
霊
」『
樹
々
は
語
る
』

１
９
８
５
年
、
求
龍
堂
）
に
対
す
る

畏
怖
と
崇
敬
が
含
ま
れ
て
い
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
で
は
本
作
と

併
せ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
美
術
番
組
で
紹

介
さ
れ
た
東
山
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

映
像
を
上
映
し
ま
す
。

　
本
展
で
は
誌
面
で
取
り
上
げ
た
ほ

か
に
、
ユ
ト
リ
ロ
、
ル
オ
ー
、
歌
川

広
重
、
月
岡
芳
年
、
香
月
泰
男
、
児

島
善
三
郎
、
駒
井
哲
郎
、
田
淵
安
一
、

藤
浩
志
ら
に
よ
る
多
彩
な
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
出
品
と

し
て
現
代
作
家
・
石
塚
千
晃
に
よ
る

自
然
に
ま
つ
わ
る
作
品
も
ご
紹
介
し

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

樹
の
い
の
ち
、
画
家
の
ま
な
ざ
し

寺田政明《［樹木］》制作年不詳　コンテ、墨・紙　北九州市立美術館蔵

東山魁夷《樹霊》1983年　彩色・紙　北九州市立美術館蔵

石塚千晃 《Portrait of DAUCUS CAROTA》 2014年 
※参考作品

Information
樹のいのち、画家のまなざし

【会場】北九州市立美術館 分館
（リバーウォーク北九州5F）
【会期】11月14日（土）～12月13日（日）　会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般600（500）円　高大生400（300）円
小中生200（100）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料

【お問合せ】093(562)3215

こ
ぶ

い
　 ふ

2015. November
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平野啓一郎の自筆年表
『葬送』執筆時の資料として作成したもの（個人蔵）

　
文
学
館
は
来
年
開
館
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
節
目
の
年
を
前
に
し
た
秋

の
企
画
展
で
は
、
新
た
な
文
学
の
息

吹
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

「
ブ
ン
ガ
ク
最
前
線―

北
九
州
発
」

と
題
し
、
現
在
執
筆
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
本
市
ゆ
か
り
の
文
学
者
35

名
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
取
り
上
げ

る
文
学
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　
詩
、
評
論
、
小
説
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
執
筆
を
行
う
高
橋
睦
郎
、

平
出
隆
。
芥
川
賞
作
家
の
村
田
喜
代

子
（
１
９
７
８
年
上
半
期
・
「
鍋
の

中
」
）
、
平
野
啓
一
郎
（
98
年
下
半

期
・「
日
蝕
」）、藤
野
千
夜
（
99
年

上
半
期
・「
夏
の
約
束
」）、田
中
慎
弥

（
２
０
１
１
年
下
半
期
・「
共
喰
い
」）。

直
木
賞
作
家
の
佐
木
隆
三
（
75
年
下

半
期
・『
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
』）
、

葉
室
麟
（
２
０
１
１
年
下
半
期
・

『
蜩
ノ
記
』
）
。
歴
史
小
説
・
時
代

小
説
分
野
で
は
秋
山
香
乃
、
佐
伯
泰

英
、
指
方
恭
一
郎
、
鳥
越
碧
、
堀
和

久
。
児
童
文
学
分
野
で
は
、
神
沢
利

子
、
竹
下
文
子
、
ま
は
ら
三
桃
。
推

理
小
説
分
野
で
は
加
納
朋
子
。
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
分
野
で
は
桟
比
呂
子

（
佐
々
木
博
子
）
、
林
え
い
だ
い
。

医
療
、
歴
史
、
サ
ス
ペ
ン
ス
な
ど
幅

広
い
テ
ー
マ
で
小
説
を
執
筆
す
る
帚

木
蓬
生
。
日
常
の
情
景
を
シ
ン
プ
ル

な
言
葉
で
表
現
し
た
小
説
が
魅
力
の

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
。
地
元
で
執
筆
活

動
を
行
う
作
家
の
岩
森
道
子
、
後
藤

み
な
子
、
波
佐
間
義
之
、
深
田
俊
祐
、

福
澤
徹
三
。
エ
ッ
セ
イ
で
人
気
の
高

い
中
村
う
さ
ぎ
。
写
真
と
エ
ッ
セ
イ

を
組
み
合
わ
せ
た
著
書
も
多
い
写
真

家
・
藤
原
新
也
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

で
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
も
執
筆
し
て
い

る
山
田
稔
。
映
画
監
督
と
し
て
活
躍

し
小
説
で
も
評
価
を
得
て
い
る
青
山

真
治
、
タ
ナ
ダ
ユ
キ
。
マ
ル
チ
な
活

躍
を
み
せ
る
松
尾
ス
ズ
キ
、
リ
リ

ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
。
ま
た
、
赤
瀬
川

隼
、
尾
辻
克
彦（
赤
瀬
川
原
平
）
に
つ

い
て
は
、
追
悼
の
意
を
表
し
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
名
前
を
挙
げ
た
だ
け
で
す
が
、
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

ゆ
か
り
の
文
学
者
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
展
覧
会
で
は
、
各
作
家
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
や
作
品
の
紹
介
を
軸
に
、
原

稿
や
創
作
ノ
ー
ト
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

の
自
筆
資
料
、
書
籍
な
ど
お
よ
そ
４

０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
展
覧

会
を
入
り
口
に
、
「
ブ
ン
ガ
ク
」
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
北
九
州
発
！
　
ブ
ン
ガ
ク

最
前
線
の
世
界
を
体
験
し
に
、
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

田中慎弥　『切れた鎖』執筆ノート（個人蔵）

松尾スズキ画　『気づかいルーシー』
イラスト原画（千倉書房蔵）

山崎ナオコーラ画　
『太陽がもったいない』イラスト原画（個人蔵）

【開催期間】10月24日（土）～2016年1月11日（月・祝）
【開館時間】午前9時30分～午後6時
10月24日（土）は開会式のため、午前10時30分から
（最終入館は午後5時30分まで）
【観覧料】
大人500円　中高生200円　小学生100円
【お問合せ】
北九州市立文学館
093（571）1505

「ブンガク最前線―北九州発」
Information

文芸
hiroba 小　野　　恵

北九州市立文学館　学芸員
Megumi Ono

ようこそ文学館へ

※
　作
家
講
演
会
を
多
数
開
催
い
た
し
ま
す
。申
し
込
み

　
　が
必
要
で
す
の
で
、詳
し
く
は
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ

　
　ー
ジ
、本
誌
の
催
事
予
定
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

に
っ
し
ょ
く

ひ
ぐ
ら
し

み
ど
り

み
と

　

か
け
は
し

ぎ
ほ
う
せ
い

は
は
き

北九州ゆかりの現代作家展
　「ブンガク最前線―北九州発」
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31 北九州市漫画ミュージアム

『描く！』マンガ展
～名作を生む画技に迫る－描線・コマ・キャラ～

【開催期間】11月21日(土)～2016年1月24日(日)
【開館時間】午前11時～午後7時(入館は午後6時30分まで)
【休館日】毎週火曜日(12月29日は開館)
年末年始(12月31日～1月2日)
【入館料】一般600円　中高生300円　小学生150円
【常設展とのセット券】
一般800円　中高生400円　小学生200円
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

Information

柴　田　沙　良学芸員 Sara Shibata

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
11
月
21
日
か
ら
、漫
画
を「
描
く
」

こ
と
に
着
目
し
た
展
覧
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
当
館
も
企
画
準
備
に
加

わ
り
、
今
年
開
館
し
た
大
分
県
立
美

術
館
か
ら
巡
回
が
始
ま
り
ま
し
た
。

漫
画
界
で
近
年
活
躍
す
る
若
手
作
家

か
ら
、
手
塚
治
虫
・
赤
塚
不
二
夫
な

ど
の
歴
史
的
な
作
家
た
ち
ま
で
、
13

名
の
作
家
と
作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。

本
展
で
は
東
京
工
芸
大
学
の
漫
画
研

究
者
の
伊
藤
剛
准
教
授
が
監
修
者
と

な
り
、
漫
画
表
現
が
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
具
体
的
な
作
品
に
即
し
て
た

ど
っ
て
い
き
ま
す
。
作
品
の
魅
力
の

核
と
な
る
も
の
は
何
か
。
ま
た
、
漫

画
を
楽
し
む
方
法
が
描
き
手
と
読
み

手
と
の
関
係
性
と
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
時
代
に

よ
っ
て
変
わ
る
の
か
・
変
わ
ら
な
い

の
か
な
ど
、
「
描
く
」
を
軸
に
読
み

解
き
ま
す
。
さ
ら
に
漫
画
家
の
田
中

圭
一
が
作
風
を
徹
底
的
に
模
写
し
、

個
々
の
作
家
の
描
線
に
ひ
そ
む
漫
画

史
的
な
経
緯
や
、
そ
こ
か
ら
導
き
だ

さ
れ
る
そ
の
作
家
を
特
徴
付
け
る
個

性
に
も
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
章
は
漫
画
表
現
が
大
き
く
変

わ
る
時
代
に
生
き
た
作
家
た
ち
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
出
展
作
家
は
手
塚

治
虫
や
赤
塚
不
二
夫
、
藤
子
不
二
雄

Ⓐ
、
石
ノ
森
章
太
郎
、
水
野
英
子
。

石
ノ
森
は
肉
筆
同
人
誌『
墨
汁
一
滴
』

を
作
り
、
仲
間
内
で
回
覧
し
て
お
り
、

読
み
手
が
描
き
手
と
も
な
る
こ
と
で
、

技
術
の
継
承
や
革
新
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
第
２
章
は
「
漫
画
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
で
も
い
う
べ
き
作
家
た
ち
の
優
れ

た
作
画
技
術
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま

す
。
あ
ず
ま
き
よ
ひ
こ
、
さ
い
と
う

・
た
か
を
、
島
本
和
彦
、
竹
宮
惠
子
、

平
野
耕
太
、PEA

C
H

-PIT

、
諸
星

大
二
郎
、
北
九
州
市
ゆ
か
り
の
少
女

漫
画
家
で
あ
る
陸
奥
A
子
が
出
展
。

こ
れ
ら
の
作
家
は
同
人
誌
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を
通
じ
て

作
家
と
な
り
ま
し
た
。
陸
奥
作
品
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
漫
画
原
稿
と
雑
誌

付
録
、
北
九
州
の
同
人
団
体
「
ア
ズ

漫
画
研
究
会
」
の
同
人
誌
を
展
示
し

ま
す
。

　
昨
今
は
漫
画
の
発
表
媒
体
が
従
来

の
出
版
社
の
雑
誌
に
限
定
さ
れ
ず
、

ウ
ェ
ブ
で
の
発
表
形
態
も
広
く
共
有

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第
３

章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
て

き
た
漫
画
の
技
法
書
や
大
学
等
専
門

機
関
に
お
け
る
漫
画
教
育
な
ど
を
紹

介
し
つ
つ
、
漫
画
の
描
き
手
に
と
っ

て
、
発
表
の
間
口
が
広
が
っ
て
い
る

状
況
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
少
年
少
女

が
遊
び
半
分
で
始
め
た
、
既
存
作
品

の
な
ぞ
り
描
き
が
、
や
が
て
読
者
か

ら
作
家
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
な
漫
画
の
世
界
の
あ
り
よ
う

を
、
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会

期
中
に
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予
定

で
す
。 

手塚治虫『ブラック・ジャック』
©手塚プロダクション

『ミルキー・セピア物語』
  ©陸奥A子

『ローゼンメイデン』©PEACH-PIT

『アオイホノオ』©島本和彦／小学館　ゲッサン

『風と木の詩』©竹宮惠子

『描く！』マンガ展
～名作を生む画技に迫る－描線・コマ・キャラ～

3 CulCul  2015.November

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

「
銀
行
」
だ
っ
た
空
間

　
今
年
９
月
、
二
つ
の
「
銀
行
」
で

三
つ
の
演
劇
公
演
を
観
た
。
も
ち
ろ

ん
現
役
の
銀
行
で
は
な
い
。
銀
行
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
が
劇
場
に

な
っ
た
も
の
だ
。
そ
し
て
、
レ
ト
ロ

な
銀
行
の
建
物
に
は
な
ぜ
か
不
思
議

な
空
間
的
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
一
つ
目
の
〝
元
〞
銀
行
は
、
何
度

も
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
「
枝
光
本

町
商
店
街
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
」
だ
。

上
演
さ
れ
た
の
は
、
宮
崎
を
拠
点
と

し
て
活
動
す
る「
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
」

の
第
14
回
公
演
『
た
だ
い
ま
』（
作
・

演
出
：
永
山
智
行
／
９
月
12
日
・
13
日
）。

　
「
こ
ふ
く
劇
場
」
は
、
１
９
９
０

年
、
宮
崎
県
都
城
市
で
結
成
さ
れ
た
。

日
本
全
国
で
活
躍
す
る
と
同
時
に
、

地
元
宮
崎
県
内
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
一
般
参
加
型
の
作
品
創
作
な
ど
、

演
劇
普
及
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
劇
団
だ
。
現
在
、
三
股

町
立
文
化
会
館
と
門
川
町
総
合
文
化

会
館
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
カ
ン
パ
ニ

ー
と
し
て
、
劇
場
と
共
同
で
、
地
域

に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

代
表
の
永
山
智
行
は
、
宮
崎
県
立
芸

術
劇
場
の
演
劇
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
務

め
て
お
り
、
ま
さ
に
、
地
元
に
し
っ

か
り
と
根
を
下
ろ
し
た
活
動
を
続
け

て
い
る
演
劇
人
の
代
表
格
だ
。

　
上
演
会
場
で
あ
る
「
枝
光
本
町
商

店
街
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
」
は
、
地

域
密
着
型
の
劇
場
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
場
所
。
北
九
州
公
演
の
会
場
と

し
て
「
こ
ふ
く
劇
場
」
が
こ
こ
を
選

ん
だ
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
13
日

の
終
演
後
に
は
、
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

と
し
て
、
北
九
州
市
を
拠
点
と
し
て

全
国
展
開
し
て
い
る
「
飛
ぶ
劇
場
」

代
表
の
泊
篤
志
と
の
対
談
「
九
州
で

劇
団
を
続
け
る
っ
て…

」
も
開
催
さ

れ
、
〝
地
方
〞
と
い
う
も
の
を
考
え

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
も
う
一
つ
の
銀
行
は
「
北

九
州
市
立
旧
百
三
十
銀
行
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
だ
。
そ
こ
で
上
演
さ
れ
た
の
は

「
九
州
女
子
大
学
・
短
期
大
学
演
劇

部
」「
九
州
国
際
大
学
演
劇
部
」「
演

劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト･

ダ
ブ
ル
ク
ラ

ブ
」
の
合
同
公
演
『B

・H
APPY

』

（
作
：
若
頭
ぐ
っ
ち
〔
橋
口
征
司
〕／

９
月
19
日
・
20
日
）
。

　
こ
の
「
旧
百
三
十
銀
行
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
は
、
昭
和
61
年
に
北
九
州
市
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
美
し
い

デ
ザ
イ
ン
の
建
物
だ
。
平
成
５
年
か

ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
写
真
展
、

美
術
展
の
み
な
ら
ず
、
演
劇
公
演
の

会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
は
比
較
的
大
学
演
劇
関
係
の
利
用

が
多
い
よ
う
で
、「
劇
団FLYBY

」

や
「
劇
団
な
べ
ぞ
こ
」
の
よ
う
な
、

大
学
の
演
劇
部
か
ら
派
生
し
た
劇
団

の
公
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
建
物
の
構
造
上
、
完
全
暗
転
が
作

り
に
く
い
会
場
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

を
逆
手
に
取
っ
て
、
外
光
を
う
ま
く

取
り
入
れ
る
と
、
白
い
内
装
と
相
ま

っ
て
、
大
変
魅
力
的
な
空
間
に
な
る
。

演
出
家
の
闘
志
を
か
き
立
て
る
場
所

だ
。
「
ダ
ブ
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、
公
演

に
先
立
っ
て
、
９
月
13
日
と
18
日
に

「
演
劇
を
写
真
で
観
る
『
ダ
ブ
ル
ク

ラ
ブ
写
真
展
』
」
と
銘
打
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
公
演
写
真
や
、
衣
装
、
小

道
具
を
展
示
す
る
な
ど
、
こ
の
空
間

の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
の
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
た
。

　
翌
週
の
「
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ

ア
ン
シ
ア
タ
ー
」で
は
、「
飛
ぶ
劇
場
」

の
ユ
ニ
ッ
ト「block

」が『
バ
ケ
ツ
』

（
作
・
演
出
：
寺
田
剛
史
／
９
月
25

日
・
26
日
）
を
上
演
。
小
さ
な
劇
場

い
っ
ぱ
い
に
寺
田
ワ
ー
ル
ド
が
広
が

る
よ
う
な
作
品
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
冒
頭
に
書
い
た
よ
う
に
、
昔
の
銀

行
の
建
物
は
、
不
思
議
な
魅
力
を
持

っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
ひ
ん
や
り

と
し
た
、
静
謐
な
空
気
は
、
開
演
前

の
わ
く
わ
く
感
を
よ
り
刺
激
し
て
く

れ
る
。

　
一
説
に
よ
る
と
、
昔
の
銀
行
の
建

物
が
豪
華
で
美
し
い
の
は
、
そ
こ
に

お
金
を
預
け
る
顧
客
の
信
用
を
勝
ち

取
り
、
取
引
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

だ
っ
た
そ
う
だ
。
お
そ
ら
く
さ
ま
ざ

ま
な
ド
ラ
マ
が
起
こ
っ
た
に
違
い
な

い
場
所
。
劇
場
に
形
を
変
え
て
も
、

か
つ
て
の
泣
き
笑
い
の
記
憶
を
ま
だ

宿
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
ん
に

し
て
も
劇
的
な
空
間
で
あ
る
。

み

せ
い
ひ
つ

『ダブルクラブ写真展』チラシ

block『バケツ』チラシ

劇団こふく劇場『ただいま』チラシ
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『描く！』マンガ展
～名作を生む画技に迫る－描線・コマ・キャラ～

【開催期間】11月21日(土)～2016年1月24日(日)
【開館時間】午前11時～午後7時(入館は午後6時30分まで)
【休館日】毎週火曜日(12月29日は開館)
年末年始(12月31日～1月2日)
【入館料】一般600円　中高生300円　小学生150円
【常設展とのセット券】
一般800円　中高生400円　小学生200円
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

Information

柴　田　沙　良学芸員 Sara Shibata

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
11
月
21
日
か
ら
、漫
画
を「
描
く
」

こ
と
に
着
目
し
た
展
覧
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
当
館
も
企
画
準
備
に
加

わ
り
、
今
年
開
館
し
た
大
分
県
立
美

術
館
か
ら
巡
回
が
始
ま
り
ま
し
た
。

漫
画
界
で
近
年
活
躍
す
る
若
手
作
家

か
ら
、
手
塚
治
虫
・
赤
塚
不
二
夫
な

ど
の
歴
史
的
な
作
家
た
ち
ま
で
、
13

名
の
作
家
と
作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。

本
展
で
は
東
京
工
芸
大
学
の
漫
画
研

究
者
の
伊
藤
剛
准
教
授
が
監
修
者
と

な
り
、
漫
画
表
現
が
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
具
体
的
な
作
品
に
即
し
て
た

ど
っ
て
い
き
ま
す
。
作
品
の
魅
力
の

核
と
な
る
も
の
は
何
か
。
ま
た
、
漫

画
を
楽
し
む
方
法
が
描
き
手
と
読
み

手
と
の
関
係
性
と
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
時
代
に

よ
っ
て
変
わ
る
の
か
・
変
わ
ら
な
い

の
か
な
ど
、
「
描
く
」
を
軸
に
読
み

解
き
ま
す
。
さ
ら
に
漫
画
家
の
田
中

圭
一
が
作
風
を
徹
底
的
に
模
写
し
、

個
々
の
作
家
の
描
線
に
ひ
そ
む
漫
画

史
的
な
経
緯
や
、
そ
こ
か
ら
導
き
だ

さ
れ
る
そ
の
作
家
を
特
徴
付
け
る
個

性
に
も
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
章
は
漫
画
表
現
が
大
き
く
変

わ
る
時
代
に
生
き
た
作
家
た
ち
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
出
展
作
家
は
手
塚

治
虫
や
赤
塚
不
二
夫
、
藤
子
不
二
雄

Ⓐ
、
石
ノ
森
章
太
郎
、
水
野
英
子
。

石
ノ
森
は
肉
筆
同
人
誌『
墨
汁
一
滴
』

を
作
り
、
仲
間
内
で
回
覧
し
て
お
り
、

読
み
手
が
描
き
手
と
も
な
る
こ
と
で
、

技
術
の
継
承
や
革
新
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
第
２
章
は
「
漫
画
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
で
も
い
う
べ
き
作
家
た
ち
の
優
れ

た
作
画
技
術
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま

す
。
あ
ず
ま
き
よ
ひ
こ
、
さ
い
と
う

・
た
か
を
、
島
本
和
彦
、
竹
宮
惠
子
、

平
野
耕
太
、PEA

C
H

-PIT

、
諸
星

大
二
郎
、
北
九
州
市
ゆ
か
り
の
少
女

漫
画
家
で
あ
る
陸
奥
A
子
が
出
展
。

こ
れ
ら
の
作
家
は
同
人
誌
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を
通
じ
て

作
家
と
な
り
ま
し
た
。
陸
奥
作
品
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
漫
画
原
稿
と
雑
誌

付
録
、
北
九
州
の
同
人
団
体
「
ア
ズ

漫
画
研
究
会
」
の
同
人
誌
を
展
示
し

ま
す
。

　
昨
今
は
漫
画
の
発
表
媒
体
が
従
来

の
出
版
社
の
雑
誌
に
限
定
さ
れ
ず
、

ウ
ェ
ブ
で
の
発
表
形
態
も
広
く
共
有

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第
３

章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
て

き
た
漫
画
の
技
法
書
や
大
学
等
専
門

機
関
に
お
け
る
漫
画
教
育
な
ど
を
紹

介
し
つ
つ
、
漫
画
の
描
き
手
に
と
っ

て
、
発
表
の
間
口
が
広
が
っ
て
い
る

状
況
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
少
年
少
女

が
遊
び
半
分
で
始
め
た
、
既
存
作
品

の
な
ぞ
り
描
き
が
、
や
が
て
読
者
か

ら
作
家
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
な
漫
画
の
世
界
の
あ
り
よ
う

を
、
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会

期
中
に
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予
定

で
す
。 

手塚治虫『ブラック・ジャック』
©手塚プロダクション

『ミルキー・セピア物語』
  ©陸奥A子

『ローゼンメイデン』©PEACH-PIT

『アオイホノオ』©島本和彦／小学館　ゲッサン

『風と木の詩』©竹宮惠子

『描く！』マンガ展
～名作を生む画技に迫る－描線・コマ・キャラ～
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